
六
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

※
会
員
は
午
後
１
時
30
分
か
ら
通
常
総

　

会
、
一
般
の
方
は
午
後
２
時
か
ら
の

　

本
部
例
会
か
ら
ご
参
加
願
い
ま
す
。

日
時　

令
和
５
年
６
月
11
日（
日
）

午
後
１
時
30
分
〜
２
時　

通
常
総
会

午
後
２
時
10
分
〜
４
時
30
分　

講
演

会
場　

北
と
ぴ
あ
９
階
９
０
１
会
議
室

交
通　

�

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
２
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端

（
赤
羽
寄
り
）の
階
段
を
下
り
改

札
口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員�
二
千
円（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般�
三
千
円　

学
生�

一
千
円

講
演

足
心
術
と
人
類
史
か
ら
見
た

歴
史
観

　
　
　

講
師　

加
納 

京
一 

氏

　
　
　

午
後
２
時
10
分
〜
４
時
30
分

（
講
演
内
容
）

足
心
術
と
は
爪
先
か
ら
膝
上
10
cm
ま

で
の
反
射
区
を
押
し
な
が
ら
、
氣
を
通

し
て
い
く
健
康
法
と
な
り
ま
す
。

私
自
身
が
血
液
の
病
気
ギ
ラ
ン
バ
レ

ー
症
候
群
に
な
り
マ
イ
ナ
ス
の
電
子
と

輸
血
で
復
活
を
遂
げ
ま
し
た
。
こ
れ
は

健
康
と
い
う
と
こ
ろ
で
恩
返
し
を
し
な

け
れ
ば
！
と
官
足
法
と
い
う
施
術
を
学

び
、
最
初
の
頃
は
マ
イ
ナ
ス
の
電
子
の

機
械
と
官
足
法
と
で
施
術
を
し
て
お
り

ま
し
た
。

足
心
術
の
特
徴
で
す
。

◎
そ
の
場
限
り
の
ス
ッ
キ
リ
度
で
は
な

い
。施

術
時
に
は
気
持
ち
が
良
か
っ
た
け

ど
、
次
の
日
に
は
ま
た
戻
っ
て
し
ま
う

な
ん
て
い
う
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

足
心
術
は
ジ
ワ
ジ
ワ
と
日
に
ち
を
か
け

て
自
分
の
身
体
の
よ
い
方
向
性
に
近
づ

い
て
い
く
の
で
す

◎
気
持
ち
良
く
て
も
寝
か
し
て
く
れ
な

い
。え

ー
？
と
お
思
い
で
し
ょ
う
が
、
そ

の
方
の
心
や
身
体
に
つ
い
て
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
し
な
が
ら
施
術
を
す
る
為
、
寝

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
代
わ

り
、
心
も
身
体
も
整
う
の
で
す

◎
滞
っ
て
い
る
血
流
、
氣
が
ス
ム
ー
ズ

に
流
れ
出
す
足
心
術
を
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
身
体
の
機
能
が
通
常
モ
ー
ド
に
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今
月
号
の
記
事

◎
六
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
と
は
？

◎
理
事
長
就
任
の
ご
挨
拶

◎
10
月
全
国
大
会
研
究
発
表
者
募
集

◎
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
五
月
分
科
会

　

六
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
第
49
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
令
和
４
年
六
月
本
部
例
会
の
報
告
Ⅰ

◎
ユ
ン
グ
心
理
学
の
投
げ
か
け
た
課
題

　
（
サ
イ
の
広
場
第
21
号
ア
ー
カ
イ
ブ
）

◎
命
が
消
え
る
ま
で
心
身
健
康
で
い
る

　

た
め
の
生
き
方（
２
）

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

今
回
正
会
員
・
維
持
会
員
に
、
通
常

総
会
出
欠
用
返
信
ハ
ガ
キ
を
同
封
致
し

ま
し
た
の
で
、
６
月
４
日
（
日
）
ま
で

に
ご
投
函
願
い
ま
す
。

ま
た
日
本
サ
イ
科
学
会
の
会
員
メ
ー

リ
ン
グ
リ
ス
ト（
２
頁
参
照
）に
未
登
録

で
、
登
録
希
望
の
方
は
、「
会
員
メ
ー
リ

ン
グ
リ
ス
ト
登
録
希
望
」と
書
い
て
、
受

信
用
の
個
人
ア
ド
レ
ス
を
記
入
し
て
、

以
下
の
ア
ド
レ
ス
に
送
信
願
い
ま
す
。

office21
@
psij.m

ail-box.ne.jp
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戻
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

終
わ
っ
て
立
ち
上
が
っ
た
瞬
間
に
そ

の
変
化
に
あ
な
た
は
気
付
く
こ
と
で
し

ょ
う
！

◎
加
納
京
一
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

私
は
私
の
両
親
と
妻
と
三
人
の
成
人

し
た
娘
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
子
育
て

親
育
て
と
い
う
実
感
の
あ
る
父
親
で

す
。
仕
事
は
足
心
術
師
、
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
は
寺
子
屋
開
講
で
す
。

私
の
健
康
は
社
会
の
健
康
に
繋
が
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
国
家
の
健
康
と
繋

が
っ
て
い
ま
す
。
正
し
い
国
家
観
歴
史

観
を
持
つ
こ
と
は
健
全
な
生
活
と
人
生

に
繋
が
り
ま
す
。
先
人
か
ら
の
学
び
を

土
台
に
自
ら
の
経
験
則
を
生
か
す
。
足

心
道
・
足
心
術
も
宇
宙
の
親
で
あ
る
神

様
か
ら
学
び
実
践
か
ら
得
た
調
和
能
力

で
す
。

賢
者
は
歴
史
か
ら
学
び
愚
者
は
経
験

か
ら
学
ぶ
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す

が
、
私
は
歴
史
か
ら
学
び
無
駄
な
失
敗

を
し
な
い
よ
う
に
経
験
か
ら
も
学
び
人

生
を
成
功
し
た
い
で
す
し
縁
の
あ
っ
た

方
に
は
成
功
の
手
助
け
を
し
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

※ 

５
月
の
本
部
例
会
は
通
常
の
お
休
み

と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

身
、
口
、
意
、
を
重
ね
て
気
の
世

界
を
体
験
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
　
　

講
師　

中
村 

康
弘 

氏

日
時　

令
和
５
年
７
月
２
日（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
９
階
９
０
２
会
議
室

交
通　
Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
２
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端

（
赤
羽
寄
り
）の
階
段
を
下
り
改

札
口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員�

二
千
円
（
当
日
入
会
可
）

一
般�

三
千
円　

学
生�
一
千
円

（
講
演
内
容
）

三
密
加
持
の
理
論
を
気
功
法
に
取
り

入
れ
、
瞬
時
に
気
の
世
界
に
入
る
体
験

を
皆
さ
ん
と
共
有
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

弘
法
大
師
空
海
は
、
三
密
加
持
に
よ
り

即
身
成
仏
す
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

三
密
と
は
身
密
、
口
密
、
意
密
を
重

ね
る
こ
と
で
す
。
こ
の
理
論
を
使
っ
て

空
の
世
界
、
脳
波
θ
波
（
３
〜
８
ヘ
ル

ツ
）
を
つ
く
り
ま
す
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
状

態
の
α
波
よ
り
更
に
眠
り
に
近
い
脳
波

で
す
。
変
性
意
識
、
集
合
意
識
と
も
い

わ
れ
る
こ
の
状
態
に
な
る
と
、
気
を
感

じ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
本
人
、
そ
の

周
り
の
人
を
癒
す
効
果
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
気
の
理
論
、
気
を
実
感

で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。

◎
中
村
康
弘
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
５
５
年
生
ま
れ
、
大
学
卒
業
と

同
時
に
起
業
、
問
屋
、
小
売
業
を
営
む
。

能
力
開
発
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
論
等
を

学
び
、
人
間
力
向
上
の
た
め
に
気
功
法

を
学
び
始
め
る
。
阪
神
淡
路
大
震
災
の

時
、
競
争
か
ら
共
生
へ
と
気
功
法
を
業

と
し
て
ス
タ
ー
ト
。
従
来
の
気
功
法
に
、

ト
ラ
ン
ス
パ
ー
ソ
ナ
ル
心
理
学
、
易
経
、

幸
福
学
な
ど
を
織
り
交
ぜ
確
立
す
る
。

厚
木
市
七
沢
温
泉
七
沢
荘
を
拠
点
に
各

地
で
教
室
、
個
人
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」と

一
般
の
御
寄
付
御
礼

�

（
４
／
３
受
領
分
ま
で
）

金
五
万
一
千
円
也　

浪
平　

博
人　

様

金
三
万
円
也　
　
　

鴨
川　

裕
司　

様

金
二
万
六
千
円
也　

森
安　

政
仁　

様

金
一
万
一
千
円
也　

原
口　

和
恵　

様

金
五
千
円
也　
　
　

宮
前　

昭
子　

様

金
三
千
円
也　
　
　

牧
野　

邦
子　

様

金
三
千
円
也　
　
　

畑
中　

邦
晴　

様

金
二
千
円
也　
　
　

飛
田　

洋
子　

様

金
二
千
円
也　
　
　

村
上　

一
夫　

様

金
一
千
円
也　
　
　

小
林　

信
正　

様

金
一
千
円
也　
　
　

占
部　

浩
一　

様

金
一
千
円
也　
　
　

山
田　

真
理　

様

金
一
千
円
也　
　
　

友
寄　

光
子　

様

金
一
千
円
也　
　
　

小
林　

孝
幸　

様

金
一
千
円
也　
　
　

濱
田　

敏
博　

様

金
一
千
円
也　
　
　

奥
村　

八
郎　

様

金
一
千
円
也　
　
　

鍬
野　

秀
三　

様

金
一
千
円
也　
　
　

瓜
生
昌
代
司　

様

金
一
千
円
也　
　
　

小
木
曽
共
佑
子
様

金
一
千
円
也　
　
　

赤
松　

洋
一　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

Ｍ
Ｌ（
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
）と
は
？

日
本
サ
イ
科
学
会
の
事
務
局
も
含
め

た
会
員
同
士
の
情
報
交
換
の
仕
組
み
で

す
。本

人
の
希
望
に
よ
り
、
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
（
パ
ソ
コ
ン
用
、
携
帯
用
ど
ち
ら

で
も
）
が
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
に
登
録
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さ
れ
ま
す
と
（
手
続
き
は
事
務
局
が
行

い
ま
す
）、
Ｍ
Ｌ
用
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

自
分
が
会
員
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

し
た
い
「
サ
イ
」
関
係
の
情
報
＝
自
分

の
著
書
の
出
版
、
学
会
発
表
、
テ
レ
ビ

出
演
、
あ
る
い
は
他
の
サ
イ
関
係
の
学

会
・
研
究
会
の
予
告
、「
サ
イ
」
に
関

わ
る
旬
な
情
報
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

そ
の
内
容
を
Ｍ
Ｌ
用
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
に
送
信
し
ま
す
と
、
瞬
時
に
Ｍ
Ｌ
に

登
録
さ
れ
て
い
る
会
員
全
員
に
そ
の
メ

ー
ル
が
届
き
ま
す
。

そ
の
情
報
に
対
し
て
の
、
返
信
も
同

じ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
送
信
し
ま
す
と

登
録
者
全
員
に
読
ま
れ
ま
す
。

※
マ
ナ
ー
と
し
ま
し
て
は
、
個
人
や
団

体
の
批
判
や
攻
撃
、
特
定
の
商
品
や
サ

ー
ビ
ス
、
会
社
の
宣
伝
に
あ
た
る
も
の

は
お
控
え
願
い
ま
す
。
ま
た
、
添
付
フ

ァ
イ
ル
は
ウ
イ
ル
ス
が
潜
む
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
、
禁
止
と
な
り
ま
す
。

※
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
で
の
事
務
局
か

ら
の
お
知
ら
せ
に
対
し
て
、
個
人
的
に

質
問
し
た
い
と
き
は
、
返
信
ボ
タ
ン
を

押
す
と
自
動
的
に
宛
先
に
入
っ
て
し
ま

う
Ｍ
Ｌ
用
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
で
は
な

く
、
左
記
の
日
本
サ
イ
科
学
会
の
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
に
書
き
換
え
て
返
信
願
い

ま
す
。

office21@
psij.m

ail-box.ne.jp

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

日
本
サ
イ
科
学
会

理
事
長
就
任
の
ご
挨
拶

こ
の
度
、
日
本
サ
イ
科
学
会
の
た
め

に
ご
尽
力
さ
れ
た
久
保
田
昌
治
先
生
が

ご
逝
去
さ
れ
衷
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

後
任
と
し
て
理
事
長
に
選
出
、
就
任

し
た
小
林
信
正
で
す
。
微
力
な
が
ら
会

の
発
展
の
為
に
努
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

私
は
テ
レ
ビ
局
に
長
年
勤
務
し
て
番

組
を
制
作
、
中
で
も
超
常
現
象
の
謎
解

き
に
好
奇
心
と
視
聴
率
と
い
う
実
益
が

相
ま
っ
て
多
数
の
番
組
を
制
作
し
て
き

ま
し
た
。

国
内
は
も
と
よ
り
海
外
の
特
異
能
力

者
に
も
多
数
取
材
、
イ
ギ
リ
ス
の
特
派

員
時
代
に
は
ゴ
ー
ス
ト
ハ
ン
タ
ー
と
ロ

ン
ド
ン
の
幽
霊
屋
敷
探
訪
に
も
参
加

し
、「
霊
」
に
執
念
を
燃
や
し
た
奇
人

変
人
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
私
は
一
度

も
幽
霊
を
目
撃
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
。
と
は
言
え
、
様
々
な
実
証
的
研
究

の
結
果
、
六
十
年
経
っ
た
今
日
で
は
正

し
く
「
死
後
も
霊
魂
は
存
在
す
る
」
と

い
う
エ
ビ
デ
ン
ス
を
得
て
い
ま
す
。

平
成
十
二
年
退
社
し
て
、
制
作
会
社

を
経
営
、
各
テ
レ
ビ
局
の
番
組
を
制
作

す
る
傍
ら
大
学
や
企
業
の
講
演
等
行

い
、
元
公
益
財
団
法
人
日
本
心
霊
科
学

協
会
で
常
任
理
事
を
務
め
、
退
会
後
の

平
成
二
十
三
年
四
月
、
日
本
サ
イ
科
学

会
の
理
事
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

サ
イ
科
学
会
は
ミ
ク
ロ
の
素
粒
子
の

世
界
か
ら
マ
ク
ロ
の
宇
宙
構
造
に
至
る

ま
で
、
未
だ
に
未
知
の
世
界
は
存
在
し
、

従
来
の
科
学
で
解
き
明
か
せ
な
い
超
常

現
象
、
サ
イ
現
象
を
研
究
し
て
い
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
に
は
多
彩
な
人
材
が
お

り
、
宇
宙
生
命
体
か
ら
惑
星
の
運
行
が

運
勢
と
か
地
震
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
や
、
人
体
の
脳
波
が
創
造
性
開
発
に

関
係
し
て
い
る
こ
と
、
フ
リ
ー
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
研
究
か
ら
病
気
に
な
る
前
の
未

病
や
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ヒ
ー
リ
ン
グ
な

ど
様
々
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
研

究
活
動
を
さ
ら
に
発
展
的
に
行
っ
て
参

り
た
い
所
存
で
あ
り
ま
す
。

私
は
人
々
の
生
命
や
幸
福
に
役
立
に

た
た
な
い
科
学
な
ど
は
無
意
味
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
世
の
た
め
人
の
た
め
に

役
立
つ
研
究
を
皆
さ
ま
と
共
に
も
進
め

て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

未
だ
日
本
サ
イ
科
学
会
の
存
在
す
ら

ら
知
ら
な
い
人
た
ち
が
多
く
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
会
の
発
展
の
為
に
勧
め
て
頂

き
、
ご
理
解
と
ご
協
力
、
ご
支
援
の
ほ

ど
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

２
０
２
３
年
日
本
サ
イ
科
学
会

第
31
回
全
国
大
会
発
表
募
集

毎
年
の
重
要
な
行
事
で
あ
る
全
国
大

会
が
、
今
年
も
10
月
９
日
に
開
催
さ
れ

ま
す
。
会
員
の
研
究
発
表
＋
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
会

員
の
皆
様
に
は
積
極
的
な
発
表
ご
参
加

さ
れ
ま
す
と
（
手
続
き
は
事
務
局
が
行

い
ま
す
）
、
Ｍ
Ｌ
用
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

自
分
が
会
員
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

し
た
い
「
サ
イ
」
関
係
の
情
報
＝
自
分

の
著
書
の
出
版
、
学
会
発
表
、
テ
レ
ビ

出
演
、
あ
る
い
は
他
の
サ
イ
関
係
の
学

会
・
研
究
会
の
予
告
、
「
サ
イ
」
に
関
わ

る
旬
な
情
報
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
そ

の
内
容
を
Ｍ
Ｌ
用
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

に
送
信
し
ま
す
と
、
瞬
時
に
Ｍ
Ｌ
に
登

録
さ
れ
て
い
る
会
員
全
員
に
そ
の
メ
ー

ル
が
届
き
ま
す
。

そ
の
情
報
に
対
し
て
の
、
返
信
も
同

じ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
送
信
し
ま
す
と

登
録
者
全
員
に
読
ま
れ
ま
す
。

※
マ
ナ
ー
と
し
ま
し
て
は
、
個
人
や
団

体
の
批
判
や
攻
撃
、
特
定
の
商
品
や
サ

ー
ビ
ス
、
会
社
の
宣
伝
に
あ
た
る
も
の

は
お
控
え
願
い
ま
す
。
ま
た
、
添
付
フ

ァ
イ
ル
は
ウ
イ
ル
ス
が
潜
む
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
、
禁
止
と
な
り
ま
す
。

※
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
で
の
事
務
局
か

ら
の
お
知
ら
せ
に
対
し
て
、
個
人
的
に

質
問
し
た
い
と
き
は
、
返
信
ボ
タ
ン
を

押
す
と
自
動
的
に
宛
先
に
入
っ
て
し
ま

う
Ｍ
Ｌ
用
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
で
は
な

く
、
左
記
の
日
本
サ
イ
科
学
会
の
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
に
書
き
換
え
て
返
信
願
い

ま
す
。

office21@
psij.m

ail-box.ne.jp

◆

◆

日
本
サ
イ
科
学
会

理
事
長
就
任
の
ご
挨
拶

こ
の
度
、
日
本
サ
イ
科
学
会
の
た
め

に
ご
尽
力
さ
れ
た
久
保
田
昌
治
先
生
が

ご
逝
去
さ
れ
衷
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

後
任
と
し
て
理
事
長
に
選
出
、
就
任

し
た
小
林
信
正
で
す
。
微
力
な
が
ら
会

の
発
展
の
為
に
努
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

私
は
テ
レ
ビ
局
に
長
年
勤
務
し
て
番

組
を
制
作
、
中
で
も
超
常
現
象
の
謎
解

き
に
好
奇
心
と
視
聴
率
と
い
う
実
益
が

相
ま
っ
て
多
数
の
番
組
を
制
作
し
て
き

ま
し
た
。

国
内
は
も
と
よ
り
海
外
の
特
異
能
力

者
に
も
多
数
取
材
、
イ
ギ
リ
ス
の
特
派

員
時
代
に
は
ゴ
ー
ス
ト
ハ
ン
タ
ー
と
ロ

ン
ド
ン
の
幽
霊
屋
敷
探
訪
に
も
参
加
し
、

「
霊
」
に
執
念
を
燃
や
し
た
奇
人
変
人

で
す
が
、
残
念
な
が
ら
私
は
一
度
も
幽

霊
を
目
撃
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

と
は
言
え
、
様
々
な
実
証
的
研
究
の
結

果
、
六
十
年
経
っ
た
今
日
で
は
正
し
く

「
死
後
も
霊
魂
は
存
在
す
る
」
と
い
う

エ
ビ
デ
ン
ス
を
得
て
い
ま
す
。

平
成
十
二
年
退
社
し
て
、
制
作
会
社

を
経
営
、
各
テ
レ
ビ
局
の
番
組
を
制
作

す
る
傍
ら
大
学
や
企
業
の
講
演
等
行
い
、

元
公
益
財
団
法
人
日
本
心
霊
科
学
協
会

で
常
任
理
事
を
務
め
、
退
会
後
の
平
成

二
十
三
年
四
月
、
日
本
サ
イ
科
学
会
の

理
事
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

サ
イ
科
学
会
は
ミ
ク
ロ
の
素
粒
子
の

世
界
か
ら
マ
ク
ロ
の
宇
宙
構
造
に
至
る

ま
で
、
未
だ
に
未
知
の
世
界
は
存
在
し
、

従
来
の
科
学
で
解
き
明
か
せ
な
い
超
常

現
象
、
サ
イ
現
象
を
研
究
し
て
い
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
に
は
多
彩
な
人
材
が
お

り
、
宇
宙
生
命
体
か
ら
惑
星
の
運
行
が

運
勢
と
か
地
震
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
や
、
人
体
の
脳
波
が
創
造
性
開
発
に

関
係
し
て
い
る
こ
と
、
フ
リ
ー
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
研
究
か
ら
病
気
に
な
る
前
の
未

病
や
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ヒ
ー
リ
ン
グ
な

ど
様
々
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
研

究
活
動
を
さ
ら
に
発
展
的
に
行
っ
て
参

り
た
い
所
存
で
あ
り
ま
す
。

私
は
人
々
の
生
命
や
幸
福
に
役
立
に

た
た
な
い
科
学
な
ど
は
無
意
味
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
世
の
た
め
人
の
た
め
に

役
立
つ
研
究
を
皆
さ
ま
と
共
に
も
進
め

て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

未
だ
日
本
サ
イ
科
学
会
の
存
在
す
ら

ら
知
ら
な
い
人
た
ち
が
多
く
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
会
の
発
展
の
為
に
勧
め
て
頂

き
、
ご
理
解
と
ご
協
力
、
ご
支
援
の
ほ

ど
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

◆

◆

２
０
２
３
年
日
本
サ
イ
科
学
会

第

回
全
国
大
会
発
表
募
集

31毎
年
の
重
要
な
行
事
で
あ
る
全
国
大

会
が
、
今
年
も

月
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

10

会
員
の
研
究
発
表
＋
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆

様
に
は
積
極
的
な
発
表
ご
参
加
を
期
待
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を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は

「
宇
宙
人
と
サ
イ
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。

米
軍
に
よ
る
Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
目
撃
証
言
が
、

新
た
に
数
百
件
に
上
っ
て
い
る
こ
と

が
、
今
年
の
１
月
に
米
政
府
か
ら
報
告

が
あ
り
ま
し
た
が
、
日
本
サ
イ
科
学
会

の
主
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

会
員
の
研
究
発
表
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
で
も
、
そ
う

で
な
く
て
も
Ｏ
Ｋ
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
で
の
新
し
い
発
見
、
現
在
も
し

く
は
近
い
う
ち
に
デ
ー
タ
取
り
を
し
て

ま
と
め
た
い
こ
と
、
偶
発
現
象（
Ｕ
Ｆ

Ｏ
、
心
霊
現
象
等
）
の
目
撃
と
原
因
の

推
測
・
解
明
、
様
々
な
サ
イ
現
象
の
仮

説（
理
論
）
な
ど「
サ
イ
」
に
関
連
す
る

こ
と
な
ら
何
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご

自
分
の
考
え
や
研
究
成
果
を
ま
と
め
て
、

発
表
し
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

７
月
末
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な

内
容
（
２
０
０
字
く
ら
い
）
を
メ
ー
ル
、

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ハ
ガ
キ
で
お
送
り
い

た
だ
き
、
一
応
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
通
り
ま
し
た
ら
８
月
31
日
ま
で
に

原
稿
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
添
付
等
で
戴

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
の
書
式
は

後
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

※
全
国
大
会
で
の
発
表
は
で
き
な
い
が
、

論
文
集「
サ
イ
科
学
」
の
資
料
と
し
て
、

発
表
し
た
い
原
稿
も
募
集
致
し
ま
す
。

論
文
集
「
サ
イ
科
学
２
０
２
２
」
末

頁
の
「
サ
イ
科
学
の
投
稿
審
査
規
定
」

を
よ
く
読
ん
で
、
応
募
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

五
月
分
科
会
の
お
知
ら
せ

「
頭
蓋
骨
発
声
」の
可
能
性

　
　
　

講
師　

松
本 
真
弘 

氏

　
　
　
（
真
言
宗
醍
醐
派
阿
闍
梨
）

日
時　

令
和
５
年
５
月
14
日（
日
）

　
　

13
時
30
分
開
場　

14
時
開
演

会
場　

ま
つ
む
し
音
楽
堂
２
階
Ａ
ス
タ

ジ
オ

・�

阪
堺
電
車
上
町
線
「
東
天
下
茶
屋
」

駅
下
車
徒
歩
５
分

・�

大
阪
メ
ト
ロ
御
堂
筋
線
「
昭
和
町
」　

駅
か
ら
徒
歩
15
分

・�

ま
つ
む
し
音
楽
堂
か
ら
阿
倍
野
筋
沿　

い
に
徒
歩
10
分

会
費　

会
員�

五
百
円　

一
般�

千
円

（
講
演
内
容
）

松
本
阿
闍
梨
が
伝
承
す
る
「
頭
蓋
骨

発
声
」
は
古
代
の
祝
詞
（
の
り
と
）
奏

上
で
用
い
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す

が
、
耳
を
介
さ
ず
（
大
気
を
媒
体
と
せ

ず
）
直
接
的
に
脳
に
伝
達
す
る
発
声
法

の
よ
う
で
す
。
い
わ
ゆ
る
「
テ
レ
パ
シ

ー
」
も
同
じ
よ
う
な
原
理
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
音
と
し
て
は
か
な
り
小
さ
く
、

富
士
通
テ
ン
の
無
音
室
で
録
音
し
た
と

き
は
通
常
の
マ
イ
ク
で
録
れ
ず
特
殊
な

電
磁
波
マ
イ
ク
で
よ
う
や
く
録
音
で
き

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

当
日
は
松
本
阿
闍
梨
に
よ
る
実
演
と

質
疑
応
答
も
予
定
。
進
行
は
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
前
会
長
、
和
田
高
幸
。

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
ご
参
加
お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ

せ
は
ま
つ
む
し
音
楽
堂
へ

Ｔ
Ｅ
Ｌ�

０
６
・
６
６
２
４
・
０
５
５
９

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

六
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

本
当
に
祈
願
が
叶
う
神
仏
へ
の

祈
り
方
実
習
講
座

（
会
場
参
加
者
一
人
一
人
に
指
導
し

　

ま
す
）

　
　
　

講
師　

橋
本 

和
哉 

氏

　
（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長
）

日
時　

令
和
５
年
６
月
24
日（
土
）

　
　

午
後
３
時
〜
５
時
30
分

　

※
時
間
多
少
ズ
レ
る
事
あ
り

会
場　

摂
津
市
市
民
ル
ー
ム
大
会
議
室

阪
急
京
都
線
、
正
雀
駅
か
ら
徒
歩
３
分

https://shojyaku.net

会
費　

会
員�

３
５
０
０
円（
当
日
入
会

可
）　

一
般�

４
０
０
０
円

　
　
　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
費�

３
５
０
０
円

（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
の
方
も
実
習
は
で
き
ま

す
が
、
一
人
一
人
の
指
導
ま
で
は
で
き

ま
せ
ん
。
Ｉ
Ｄ
な
ど
は
日
取
り
が
近
づ

い
た
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

※�

懇
親
会
は
午
後
６
時
頃
か
ら
15
名
ま　

で
を
考
え
て
い
ま
す
。
場
所
は
未

定
、
後
日
お
知
ら
せ

持
ち
物　

自
分
の
好
き
な
神
仏
、
気
に

な
っ
て
い
る
神
仏
の
写
真
を
複
数
枚
持



5

参
く
だ
さ
い
。
ま
た
お
札
が
有
れ
ば
実

物
か
そ
の
写
真
を
持
参
く
だ
さ
い
。

（
講
演
実
習
内
容
）

神
社
仏
閣
へ
は
本
当
に
祈
願
が
叶
う

と
思
っ
て
お
詣
り
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

私
も
神
仏
研
究
を
し
て
い
な
か
っ
た

時
は
神
仏
祈
願
が
そ
れ
ほ
ど
効
果
が
あ

る
と
は
思
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
神
社
仏

閣
に
お
金
を
払
っ
て
祈
願
を
頼
ん
で
も

叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
か
ら
思
え
ば
神
仏
祈
願
に
適
切
な

こ
と
を
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
ね
。

神
仏
祈
願
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
で
す
。

・�

祈
願
を
叶
え
る
た
め
消
費
す
る
エ
ネ　

ル
ギ
ー
を
祈
願
す
る
貴
方
が
神
仏
に　

渡
す
こ
と
で
す
。

・�

次
に
あ
な
た
と
神
仏
と
の
相
性
。
神　

仏
は
貴
方
に
親
し
み
を
感
じ
て
い
る　

か
、
お
手
伝
い
し
た
い
と
思
っ
て
い　

る
か
は
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

�

そ
し
て
神
仏
が
そ
の
祈
願
を
叶
え
る

こ
と
を
得
意
と
し
て
い
る
か
？
で
す
。

こ
う
し
た
理
論
に
基
づ
い
て
祈
願
を

指
導
し
て
み
た
と
こ
ろ
奇
跡
的
な
こ
と

が
起
こ
り
始
め
ま
し
た
。

例
え
ば
、
失
踪
し
て
何
年
も
探
し
て

も
分
か
ら
な
か
っ
た
息
子
が
戻
っ
て
き

た
、
憑
依
し
て
い
た
魔
物
が
数
日
で
払

わ
れ
た
、
何
年
も
居
座
っ
て
い
た
暴
力

沙
汰
に
な
る
隣
人
が
短
期
間
で
引
っ
越

し
た
、
な
ど
多
数
有
り
ま
す
。

神
仏
の
力
は
本
当
に
有
り
、
す
ご
い

の
だ
な
ぁ
と
つ
く
づ
く
感
じ
ま
し
た
。

今
回
の
講
座
で
は
理
論
的
な
こ
と
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
実
習
時
間
を
多
く
取

り
ま
す
。
会
場
に
参
加
さ
れ
た
み
な
さ

ん
が
一
人
一
人
上
手
く
祈
願
で
き
て
い

る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
指
導
い
た

し
ま
す
。

ま
た
会
場
に
神
仏
を
お
呼
び
し
て
祈

願
す
る
実
習
も
し
て
み
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

実
習
と
し
て
は

１
．
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
知
す
る

２
．
神
仏
を
チ
ョ
イ
ス
す
る

３�

．
神
仏
の
パ
ワ
ー
を
最
大
限
に
ア
ッ

プ
す
る

４
．
願
い
事
を
決
め
て
神
仏
に
伝
え
る

５�

．
願
い
事
を
受
け
取
っ
て
も
ら
え
た

か
チ
ェ
ッ
ク

６
．
お
供
物
の
選
び
方

７
．
護
符
の
選
び
方
、
組
み
合
わ
せ
方

８
．
パ
ワ
ー
の
落
ち
な
い
護
符
の
祀
り　

方９�

．
ち
ょ
っ
と
難
し
い
で
す
が
、
神
仏　

を
お
呼
び
し
て
依
頼
す
る

な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
時
間
有
り
ま
し
た
ら
、
祈
願

に
よ
り
奇
跡
的
な
こ
と
が
起
こ
っ
た

話
、
逆
に
神
仏
の
言
う
通
り
し
て
ど
ん

ど
ん
貧
乏
に
な
っ
た
話
、
神
仏
の
怒

り
、
巫
病
な
ど
怖
い
側
面
を
含
め
て
神

仏
の
実
相
を
お
伝
え
し
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
相
性
な
ど
、
こ
れ
ま

で
と
は
違
う
神
仏
の
講
演
で
す
が
、
実

習
を
通
じ
て
そ
の
理
論
を
体
得
し
て
い

た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

・�

神
仏
祈
願
の
効
果
を
感
じ
ら
れ
な
か　

っ
た
人

・�

本
当
に
効
果
の
あ
る
神
仏
祈
願
を
し　

た
い
人

・�

神
仏
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
知
り　

た
い
人

・�

神
仏
を
通
じ
て
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
の　

世
界
を
知
り
た
い
人

に
は
特
に
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

申
し
込
み
は

会
場
参
加
、
あ
る
い
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
も

含
め
て
、
申
し
込
み
先
は

kansai.psi.2023
@
gm
ail.com

◎
件
名
に
は
以
下
ご
記
入
願
い
ま
す
。

６
月
24
日
会
場
参
加
（
ま
た
はzoom

参
加
）希
望
、

懇
親
会
参
加
希
望
（
ま
た
は
参
加
し
な

い
）

◎
本
文
に
は
以
下
ご
記
入
願
い
ま
す
。

１
．
氏
名
、
会
員
か
非
会
員
か

２
．
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

３
．
連
絡
先
電
話
番
号

４�

．zoom

参
加
希
望
でzoom

名
の
あ　

る
方
は
書
い
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
受
付
後
に
振
込
先
を
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
49
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
17
回 

Ｕ
Ｆ
Ｏ
・
オ
ー
ブ
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム

テ
ー
マ「
宇
宙
人
革
命（
其
の
３
）」

日
時　

令
和
５
年
７
月
16
日（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
７
階
第
二
研
修
室

交
通　
Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
２
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端
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（
赤
羽
寄
り
）の
階
段
を
下
り
改

札
口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

参
加
費　

一
般��

２
０
０
０
円

　

�

サ
イ
・
サ
ト
ル
会
員
、
学
生
、
60
歳

以
上
65
歳
未
満　

１
０
０
０
円

　

�

宇
宙
人
、
65
歳
以
上��

０
円
（
宇
宙

人
認
定
は
受
付
に
て
）

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※�

当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て
参

加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

「
Ｕ
Ｆ
Ｏ
・
オ
ー
ブ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

は
今
年
で
17
回
目
。
２
０
２
１
年
９
月

以
降
、
防
衛
相
指
令
で
Ｕ
Ｆ
Ｏ�

（
Ｕ
Ａ

Ｐ
）�

が
撮
影
・
報
告
義
務
が
防
衛
関
係

者
に
課
さ
れ
て
い
る
現
況
か
ら
も
、
先

駆
と
し
て
の
自
負
を
誇
り
と
し
て
持
ち

つ
つ
、
こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
研
究
の

精
進
に
努
め
て
ゆ
き
ま
す
。
こ
の
夏
も

お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

是
非
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
！

（
講
演
者
）

き
た
じ
ま�

ひ
ろ
し�

（
宇
宙
現
象
観
測

所
セ
ン
タ
ー
所
長
）

マ
リ
ア
石
塚��（
コ
ン
タ
ク
テ
ィ
）

羽
仁
礼
（
超
常
現
象
研
究
家
）

え
い
こ
☆
ク
ル
ス
マ
ー
テ
（
銀
河
の
歌

姫
）/Jasm

ine

（
舞
）Kum

i

（
演
奏
）

ジ
ョ
ウ
ス
タ
ー�

ジ
ョ
ウ�（D

J��JO
O

）

和
場
ま
さ
み
（
ラ
イ
タ
ー
・
出
版
プ
ロ　

デ
ュ
ー
サ
ー
）

田
中
俊
行
（
呪
物
蒐
集
家
）

浅
川
義
治
（
Ｕ
Ｆ
Ｏ
議
員
、
衆
議
院
議　

員
）

港
マ
コ
（
イ
ベ
ン
ト
構
成
作
家
）

Sujata

女
史
（
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ　

ィ
）

ク
リ
ス
・
ア
ー
ン
シ
ョ
ウ
（
作
家
、
早　

稲
田
大
学
講
師
）

浦
野
良
一
（
フ
リ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究　

家
）

他
講
演
者
等
の
変
更
は
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（
ス
タ
ッ
フ
）　

申
彦/

萩
原
孝
一/

磯

部
コ
ウ
ジ/

松
島
し
ん
め
い/�Sam

yc�

Saitoh/

小
峯
康
弘�
他

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

令
和
４
年
６
月
本
部
例
会
報
告
Ⅰ

私
が
体
験
し
、
学
ん
だ
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
ヒ
ー
リ
ン
グ
の
真
実

　
　
　

講
師　

平
田 

進
一
郎 

氏

「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
」
と
い
う
言
葉

は
日
本
語
で
は
魂
だ
と
か
意
識
だ
と
か

そ
ん
な
言
い
方
を
し
ま
す
け
れ
ど
も
、

長
年
に
渡
っ
て
私
ど
も
が
追
求
し
て
き

ま
し
た
こ
と
は
、
ま
ず
「
人
間
と
は
何

か
？
」
そ
し
て
「
人
間
の
本
質
と
は
何

か
？
」と
い
う
２
点
で
す
。

こ
れ
ら
を
追
求
し
て
い
き
ま
す
と
、

宗
教
も
含
め
ま
し
て
い
ろ
い
ろ
な
考
え

方
、
賛
否
両
論
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
ア
メ
リ
カ
で
は
こ
こ
30
年

前
く
ら
い
か
ら
統
一
し
て
き
た
考
え
方

と
し
て「
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク（holistic

）」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ホ
リ

ス
テ
ィ
ッ
ク
と
い
う
の
は
英
語
の

「w
hole

（
全
体
）」と
い
う
言
葉
か
ら
来

て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
ま
た
人
に
よ

っ
て
は
「holy
（
聖
な
る
も
の
）」
か
ら

来
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

分
か
り
や
す
く
言
え
ば
、
全
体
的
に

と
い
う
こ
と
は
人
間
を
端
的
に
部
分
部

分
だ
け
で
考
え
る
の
で
は
な
く
、「
人

間
ま
る
ご
と
」
の
視
野
で
考
え
て
い

く
。
従
い
ま
し
て
人
間
を
扱
い
ま
す
の

で
、
栄
養
学
に
し
て
も
医
学
に
し
て
も

こ
の
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
と
い
う
考
え
で

み
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
こ

う
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。
こ
こ
で
初

め
て
全
く
異
質
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ

ィ
と
い
う
も
の
と
科
学
と
い
う
も
の
の

融
合
、
す
な
わ
ち
科
学
の
言
葉
を
使
っ

て
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
を
ど
れ
だ
け
解
い

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
、
こ
れ
が
私

ど
も
の
学
校
で
あ
り
、
私
の
や
っ
て
い

ま
す
教
育
財
団
の
大
き
な
テ
ー
マ
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
は
一
般
的
に
は

Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｄ（
思
考
）、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
Ｙ（
体
）、

Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
（
魂
）
の
３
つ
を
総
合

し
た
考
え
方
で
す
。

そ
れ
で
は
思
考
と
は
何
だ
ろ
う
？
こ

れ
は
文
字
通
り
皆
さ
ん
が
考
え
ら
れ
る

「
心
」
と
い
う
こ
と
、
例
え
ば
思
っ
た

り
、
考
え
た
り
、
そ
し
て
感
じ
た
り
す

る
こ
と
、
英
語
で
は
「
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
」
と

言
っ
て
ま
す
し
、
私
た
ち
は
誰
も
そ
れ

を
「
心
」
と
呼
ん
で
お
り
ま
す
。
今
、

例
え
ば
私
の
お
話
を
聞
い
て
皆
さ
ん
は

何
か
を
思
っ
た
り
、
ま
た
何
か
を
考
え

た
り
、
そ
し
て
何
か
を
感
じ
た
り
し
な

寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札
口
を
出

て
見
え
る
高
層
ビ
ル

参
加
費

一
般

２
０
０
０
円

サ
イ
・
サ
ト
ル
会
員
、
学
生
、

歳
60

以
上

歳
未
満

１
０
０
０
円

65

宇
宙
人
、

歳
以
上

０
円(

宇
宙
人

65

認
定
は
受
付
に
て)

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

「
Ｕ
Ｆ
Ｏ
・
オ
ー
ブ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

は
今
年
で

回
目
。
２
０
２
１
年
９
月

17

以
降
、
防
衛
相
指
令
で
Ｕ
Ｆ
Ｏ

(

Ｕ
Ａ

Ｐ)

が
撮
影
・
報
告
義
務
が
防
衛
関
係

者
に
課
さ
れ
て
い
る
現
況
か
ら
も
、
先

駆
と
し
て
の
自
負
を
誇
り
と
し
て
持
ち

つ
つ
、
こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
研
究
の

精
進
に
努
め
て
ゆ
き
ま
す
。
こ
の
夏
も

お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

是
非
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
！

（
講
演
者
）

き
た
じ
ま

ひ
ろ
し

(

宇
宙
現
象
観
測
所

セ
ン
タ
ー
所
長)

マ
リ
ア
石
塚

(

コ
ン
タ
ク
テ
ィ)

羽
仁
礼
（
超
常
現
象
研
究
家
）

え
い
こ
☆
ク
ル
ス
マ
ー
テ
（
銀
河
の
歌

姫
）/Jasm

ine

（
舞
）K

um
i

（
演
奏
）

ジ
ョ
ウ
ス
タ
ー

ジ
ョ
ウ

（D
J
JO
O

）

和
場
ま
さ
み
（
ラ
イ
タ
ー
・
出
版
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
）

田
中
俊
行
（
呪
物
蒐
集
家
）

浅
川
義
治
（
Ｕ
Ｆ
Ｏ
議
員
、
衆
議
院
議

員
）

港
マ
コ
（
イ
ベ
ン
ト
構
成
作
家
）

Sujata

女
史
（
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ

ィ
）

ク
リ
ス
・
ア
ー
ン
シ
ョ
ウ
（
作
家
、
早

稲
田
大
学
講
師
）

浦
野
良
一
（
フ
リ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究

家
）

他
講
演
者
等
の
変
更
は
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（
ス
タ
ッ
フ
）

申
彦/

萩
原
孝
一/

磯

部
コ
ウ
ジ/

松
島
し
ん
め
い/

Sam
yc

Saitoh/

小
峯
康
弘

他

◆

◆

令
和
４
年
６
月
本
部
例
会
報
告
Ⅰ

私
が
体
験
し
、
学
ん
だ
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
ヒ
ー
リ
ン
グ
の
真
実

講
師

平
田

進
一
郎

氏

「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
」
と
い
う
言
葉

は
日
本
語
で
は
魂
だ
と
か
意
識
だ
と
か

そ
ん
な
言
い
方
を
し
ま
す
け
れ
ど
も
、

長
年
に
渡
っ
て
私
ど
も
が
追
求
し
て
き

ま
し
た
こ
と
は
、
ま
ず
「
人
間
と
は
何

か
？
」
そ
し
て
「
人
間
の
本
質
と
は
何

か
？
」
と
い
う
２
点
で
す
。

こ
れ
ら
を
追
求
し
て
い
き
ま
す
と
、

宗
教
も
含
め
ま
し
て
い
ろ
い
ろ
な
考
え

方
、
賛
否
両
論
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
ア
メ
リ
カ
で
は
こ
こ

年
30

前
く
ら
い
か
ら
統
一
し
て
き
た
考
え
方

と
し
て
「
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
（holistic

）
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ホ
リ

ス

テ

ィ

ッ

ク

と

い

う

の

は

英

語

の

「w
hole

（
全
体
）
」
と
い
う
言
葉
か
ら

来
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
ま
た
人
に

よ
っ
て
は
「holy
（
聖
な
る
も
の
）
」
か

ら
来
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

分
か
り
や
す
く
言
え
ば
、
全
体
的
に

と
い
う
こ
と
は
人
間
を
端
的
に
部
分
部

分
だ
け
で
考
え
る
の
で
は
な
く
、
「
人
間

ま
る
ご
と
」
の
視
野
で
考
え
て
い
く
。

従
い
ま
し
て
人
間
を
扱
い
ま
す
の
で
、

栄
養
学
に
し
て
も
医
学
に
し
て
も
こ
の

ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
と
い
う
考
え
で
み
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
こ
う
い

う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。
こ
こ
で
初
め
て

全
く
異
質
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と

い
う
も
の
と
科
学
と
い
う
も
の
の
融
合
、

す
な
わ
ち
科
学
の
言
葉
を
使
っ
て
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
ル
を
ど
れ
だ
け
解
い
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
か
、
こ
れ
が
私
ど
も
の

学
校
で
あ
り
、
私
の
や
っ
て
い
ま
す
教

育
財
団
の
大
き
な
テ
ー
マ
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
は
一
般
的
に
は

Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
（
思
考
）
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
Ｙ
（
体
）
、

Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
（
魂
）
の
３
つ
を
総
合

し
た
考
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方
で
す
。

そ
れ
で
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思
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と
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だ
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う
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こ
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字
通
り
皆
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ん
が
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え
ら
れ
る

「
心
」
と
い
う
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と
、
例
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ば
思
っ
た

り
、
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た
り
、
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し
て
感
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た
り
す

る
こ
と
、
英
語
で
は
「
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
」
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言
っ
て
ま
す
し
、
私
た
ち
は
誰
も
そ
れ

を
「
心
」
と
呼
ん
で
お
り
ま
す
。
今
、

例
え
ば
私
の
お
話
を
聞
い
て
皆
さ
ん
は

何
か
を
思
っ
た
り
、
ま
た
何
か
を
考
え

た
り
、
そ
し
て
何
か
を
感
じ
た
り
し
な



7

が
ら
聞
い
て
い
た
だ
い
て
い
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
思
う
わ
け
で
す
。

次
に
体
は
60
兆
か
ら
１
０
０
兆
の
細

胞
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
解

剖
学
や
生
理
学
を
み
て
も
明
ら
か
で

す
。
そ
し
て
今
世
の
中
の
多
く
は
こ
の

心
の
問
題
と
体
の
問
題
が
相
関
関
係
に

あ
る
、
で
す
か
ら
体
ば
か
り
見
て
い
て

も
ダ
メ
で
す
し
、
心
ば
か
り
見
て
も
ダ

メ
な
の
で
す
。

突
き
詰
め
て
い
き
ま
す
と
や
は
り
最

終
的
に
は
１
番
や
っ
か
い
で
分
か
り
に

く
い
「
魂
」
と
い
う
部
分
、
こ
こ
に
入

っ
て
行
か
な
い
と
す
べ
て
の
３
つ
の
要

素
と
い
う
も
の
は
成
り
立
た
な
い
と
思

い
ま
す
。
今
日
は
言
葉
と
し
て
は
ス
ピ

リ
ッ
ト
と
い
う
言
い
方
を
し
た
り
、
魂

と
い
う
言
い
方
を
し
た
り
、
も
っ
と
分

か
り
や
す
く
言
え
ば
意
識
と
い
う
言
葉

を
使
っ
て
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
を
ア
メ
リ
カ
で
は
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
に
30
年
前
く
ら
い
か
ら
や
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
私
が
こ
う
い
っ
た

こ
と
に
関
心
を
持
ち
始
め
て
、
か
れ
こ

れ
40
年
近
く
経
つ
の
で
す
が
、
20
年
前

く
ら
い
に
こ
う
い
っ
た
考
え
方
を
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
に
伝
え
る
学
校
が
で
き
た
の

で
す
。
こ
の
学
校
に
私
は
15
年
く
ら
い

前
に
縁
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
ア
メ
リ

カ
の
標
高
１
６
０
０
メ
ー
ト
ル
の
デ
ン

バ
ー
市
に
Ｎ
Ｔ
Ｉ
（
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク

栄
養
学
ス
ク
ー
ル
）
が
ご
ざ
い
ま
す
。

写
真
の
後
方
に
見
え
ま
す
の
は
ロ
ッ
キ

ー
山
脈
で
し
て
、
非
常
に
風
光
明
媚
な

と
こ
ろ
に
立
地
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
は
心
と
体
を
繋
ぐ
ホ
リ
ス
テ
ィ

ッ
ク
栄
養
学
を
教
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
そ
し
て
こ
の
学
校
と
３
年
に
渡
っ

て
交
渉
し
ま
し
て
契
約
を
し
ま
し
た
。

次
の
写
真
が
私
ど
も
の
学
校
で
す
け
れ

ど
も
、
今
か
ら
12
年
前
の
２
０
１
０
年

５
月
30
日
に
日
本
提
携
校
と
し
て
「
ホ

リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ブ
・

ジ
ャ
パ
ン
」を
設
立
し
ま
し
た
。

現
在
ま
で
に
１
７
０
名
く
ら
い
の
卒

業
生
が
栄
養
学
を
学
び
、
そ
し
て
心
の

こ
と
を
学
び
、
認
定
の
ア
メ
リ
カ
の
栄

養
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
資
格
と
い
う
も

の
を
取
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
ん
な
こ
と
で
私
自
身
キ
ャ
リ
ア
的

に
は
ア
メ
リ
カ
の
ほ
う
の
大
学
に
行
っ

た
後
、
帰
国
し
て
仕
事
を
や
っ
た
り
し

て
お
り
ま
す
が
、
た
だ
今
日
私
が
な
ぜ

こ
の
よ
う
な
お
話
を
す
る
こ
と
に
至
る

ま
で
に
な
っ
た
か
、
私
の
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
を
し
ば
ら
く
お
話
し
致
し
ま
す
。

私
は
１
９
６
０
年
に
新
橋
で
お
肉
屋

の
４
代
目
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

子
供
の
と
き
に
自
分
と
し
て
一
番
印

象
に
残
っ
て
い
る
の
が
、
意
外
と
信
心

深
か
っ
た
こ
と
で
す
。
親
か
ら
毎
日
神

棚
と
仏
様
に
は
ち
ゃ
ん
と
挨
拶
を
し
な

さ
い
と
言
わ
れ
ま
し
て
、
小
学
１
年
生

ぐ
ら
い
か
ら
、
朝
起
き
た
ら
必
ず
１
階

の
帳
場
の
前
に
あ
る
神
棚
に
手
を
合
わ

せ
、
ま
た
２
階
に
上
が
っ
て
い
っ
て
、

仏
壇
の
お
水
を
取
り
替
え
て
祈
り
を
捧

げ
ま
し
た
。
子
供
な
の
で
祈
り
と
い
う

高
尚
な
も
の
で
も
な
く
、
何
か
の
願
い

事
を
唱
え
て
お
り
ま
し
た
。

小
学
校
１
年
２
年
生
の
と
き
に
運
動

会
で
駆
け
っ
こ
の
１
位
を
取
っ
て
き
た

の
で
、
小
学
校
３
年
生
の
時
か
ら
「
小

学
校
６
年
生
ま
で
駆
け
っ
こ
で
ず
っ
と

が
ら
聞
い
て
い
た
だ
い
て
い
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
思
う
わ
け
で
す
。

次
に
体
は

兆
か
ら
１
０
０
兆
の
細
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胞
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す
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や
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魂
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入
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の
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す
。

そ
し
て
今
世
の
中
の
多
く
は
こ
の
心
の

問
題
と
体
の
問
題
が
相
関
関
係
に
あ
る
、

で
す
か
ら
体
ば
か
り
見
て
い
て
も
ダ
メ

で
す
し
、
心
ば
か
り
見
て
も
ダ
メ
な
の

で
す
。

突
き
詰
め
て
い
き
ま
す
と
や
は
り
最

終
的
に
は
１
番
や
っ
か
い
で
分
か
り
に

く
い
「
魂
」
と
い
う
部
分
、
こ
こ
に
入

っ
て
行
か
な
い
と
す
べ
て
の
３
つ
の
要

素
と
い
う
も
の
は
成
り
立
た
な
い
と
思

い
ま
す
。
今
日
は
言
葉
と
し
て
は
ス
ピ

リ
ッ
ト
と
い
う
言
い
方
を
し
た
り
、
魂

と
い
う
言
い
方
を
し
た
り
、
も
っ
と
分

か
り
や
す
く
言
え
ば
意
識
と
い
う
言
葉

を
使
っ
て
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
を
ア
メ
リ
カ
で
は
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
に

年
前
く
ら
い
か
ら
や
る
よ
う
に

30

な
っ
て
き
ま
し
た
。
私
が
こ
う
い
っ
た

こ
と
に
関
心
を
持
ち
始
め
て
、
か
れ
こ

れ

年
近
く
経
つ
の
で
す
が
、

年
前

40

20

く
ら
い
に
こ
う
い
っ
た
考
え
方
を
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
に
伝
え
る
学
校
が
で
き
た
の

で
す
。
こ
の
学
校
に
私
は

年
く
ら
い

15

前
に
縁
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
ア
メ
リ

カ
の
標
高
１
６
０
０
メ
ー
ト
ル
の
デ
ン

バ
ー
市
に
Ｎ
Ｔ
Ｉ
（
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク

栄
養
学
ス
ク
ー
ル
）
が
ご
ざ
い
ま
す
。

写
真
の
後
方
に
見
え
ま
す
の
は
ロ
ッ
キ

ー
山
脈
で
し
て
、
非
常
に
風
光
明
媚
な

と
こ
ろ
に
立
地
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
は
心
と
体
を
繋
ぐ
ホ
リ
ス
テ
ィ

ッ
ク
栄
養
学
を
教
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
そ
し
て
こ
の
学
校
と
３
年
に
渡
っ

て
交
渉
し
ま
し
て
契
約
を
し
ま
し
た
。

次
の
写
真
が
私
ど
も
の
学
校
で
す
け
れ

ど
も
、
今
か
ら

年
前
の
２
０
１
０
年

12

５
月

日
に
日
本
提
携
校
と
し
て
「
ホ

30

リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ブ
・

ジ
ャ
パ
ン
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

現
在
ま
で
に
１
７
０
名
く
ら
い
の
卒

業
生
が
栄
養
学
を
学
び
、
そ
し
て
心
の

こ
と
を
学
び
、
認
定
の
ア
メ
リ
カ
の
栄

養
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
資
格
と
い
う
も

の
を
取
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
ん
な
こ
と
で
私
自
身
キ
ャ
リ
ア
的

に
は
ア
メ
リ
カ
の
ほ
う
の
大
学
に
行
っ

た
後
、
帰
国
し
て
仕
事
を
や
っ
た
り
し

て
お
り
ま
す
が
、
た
だ
今
日
私
が
な
ぜ

こ
の
よ
う
な
お
話
を
す
る
こ
と
に
至
る

ま
で
に
な
っ
た
か
、
私
の
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
を
し
ば
ら
く
お
話
し
致
し
ま
す
。

私
は
１
９
６
０
年
に
新
橋
で
お
肉
屋

の
４
代
目
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

子
供
の
と
き
に
自
分
と
し
て
一
番
印
象

に
残
っ
て
い
る
の
が
、
意
外
と
信
心
深

か
っ
た
こ
と
で
す
。
親
か
ら
毎
日
神
棚

と
仏
様
に
は
ち
ゃ
ん
と
挨
拶
を
し
な
さ

い
と
言
わ
れ
ま
し
て
、
小
学
１
年
生
ぐ

ら
い
か
ら
、
朝
起
き
た
ら
必
ず
１
階
の

帳
場
の
前
に
あ
る
神
棚
に
手
を
合
わ
せ
、

ま
た
２
階
に
上
が
っ
て
い
っ
て
、
仏
壇

の
お
水
を
取
り
替
え
て
祈
り
を
捧
げ
ま

し
た
。
子
供
な
の
で
祈
り
と
い
う
高
尚

な
も
の
で
も
な
く
、
何
か
の
願
い
事
を

唱
え
て
お
り
ま
し
た
。

小
学
校
１
年
２
年
生
の
と
き
に
運
動

会
で
駆
け
っ
こ
の
１
位
を
取
っ
て
き
た

の
で
、
小
学
校
３
年
生
の
時
か
ら
「
小

学
校
６
年
生
ま
で
駆
け
っ
こ
で
ず
っ
と
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１
位
が
取
れ
ま
す
よ
う
に
！
」
と
祈
っ

て
お
り
ま
し
た
。
お
陰
様
で
小
学
校
６

年
生
の
最
後
ま
で
駆
け
っ
こ
で
１
位
を

獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
合
わ

せ
て
小
学
校
５
年
生
の
と
き
か
ら
、
毎

日
「
中
学
受
験
で
中
高
一
貫
校
の
○
○

中
学
に
行
け
ま
す
よ
う
に
！
」
と
祈
っ

て
お
り
ま
し
た
。

さ
て
結
果
は
ど
う
だ
っ
た
で
し
ょ
う

か
？落

っ
こ
ち
た
の
で
す
ね
。
う
ま
く
行

か
な
か
っ
た
。
そ
の
と
き
単
純
で
す
か

ら
、「
な
ん
だ
ダ
メ
だ
っ
た
、
も
う
神

も
仏
も
な
い
や
」
と
考
え
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
こ
か
ら
中
学
、
高
校
の
６
年

間
と
い
う
の
は
、
も
う
そ
ん
な
信
心
深

さ
は
皆
無
と
な
り
、「
神
様
が
い
る
な

ら
連
れ
て
き
て
く
れ
！
」
と
い
う
よ
う

な
こ
と
で
、
ど
っ
ち
か
と
い
う
と
あ
ま

り
い
い
中
学
高
校
生
活
は
過
ご
し
て
お

り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
中
で
父
親
が
肉
屋
か
ら
全
然

違
う
宝
飾
関
係
の
仕
事
に
替
わ
り
、
私

も
び
っ
く
り
で
す
が
宝
飾
関
係
の
跡
継

ぎ
に
替
わ
っ
た
の
で
す
ね
。
父
親
は
ジ

ュ
エ
リ
ー
や
ゴ
ー
ル
ド
や
プ
ラ
チ
ナ
関

係
の
貿
易
を
商
う
よ
う
に
な
っ
て
ま
し

た
の
で
、
私
は
子
供
な
が
ら
に
も
ど
こ

か
外
国
に
留
学
し
て
英
語
を
勉
強
し
よ

う
と
思
っ
て
た
矢
先
に
、
ア
メ
リ
カ
の

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
宝
石
の
鑑
定
士
に
な

る
資
格
が
取
れ
る
学
校
が
あ
っ
た
の
で

す
。
Ｇ
Ｉ
Ａ（Gem

ological�Institute�

O
f�A
m
erica

）と
い
う
の
で
す
が
、
私

は
高
校
の
卒
業
式
の
３
日
後
に
ア
メ
リ

カ
の
方
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

実
は
こ
の
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
た
こ
と

と
い
う
の
が
私
の
今
日
に
至
る
ま
で
の

人
生
を
大
き
く
変
え
た
１
頁
で
あ
っ
た

こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
18

歳
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
お
り
ま
し

て
、
親
元
を
離
れ
て
一
人
で
や
っ
て
お

り
ま
す
と
、
い
ろ
い
ろ
な
事
で
間
違
っ

た
選
択
を
す
る
わ
け
で
す
ね
。（
続
く
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
七
二
回
関
西
日
本
サ
イ
科
学

会
研
究
集
会
報
告

土
地
、
建
物
に
関
す
る
悩
み
事

相
談
を
公
開
で
答
え
る
講
座

２
０
２
３
年
４
月
15
日

は
し
も
と
内
科
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
て

講
師
は
、
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
前

会
長
の
和
田
高
幸
先
生
で
す
。
世
界
的

プ
ロ
・
ダ
ウ
ザ
ー
故
ビ
ル
・
コ
ッ
ク
ス

氏
と
水
源
探
知
か
ら
深
井
戸
鑿
井
工
事

ま
で
わ
が
国
初
の
事
業
を
共
同
で
成
功

に
導
き
ま
し
た
。
も
う
一
人
は
関
西
日

本
サ
イ
科
学
会
会
長
、
気
当
て
診
断
で

相
談
に
答
え
る
異
色
の
医
師
、
橋
本
和

哉
が
担
当
し
ま
し
た
。

二
人
と
も
、
著
作
が
あ
り
、
相
談
を

受
け
る
、
講
座
を
行
う
な
ど
し
て
い
ま

す
。家

、
土
地
に
関
し
て
の
相
談
で
は
、

水
脈
、
地
磁
気
、
グ
リ
ッ
ド
、
湿
地
、

龍
穴
、
龍
脈
、
イ
ヤ
シ
ロ
チ
、
ケ
ガ
レ

チ
、
先
住
者
の
意
念
、
瘴
気
、
鬼
門
、

家
の
配
置
、
家
の
形
、
庭
木
を
切
っ
た
、

な
ど
の
サ
イ
科
学
的
な
目
で
見
て
い
き

ま
す
。

１
つ
目
の
ケ
ー
ス
は
、
池
の
側
に
建

つ
家
の
状
態
チ
ェ
ッ
ク
で
し
た
。
湿
度

の
影
響
は
注
意
で
す
。
高
い
位
置
に
あ

る
の
で
す
が
、
そ
の
影
響
は
あ
る
と
判

定
さ
れ
ま
し
た
。

２
つ
目
、
引
き
こ
も
り
の
人
が
い
る

家
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。
そ
こ
は
埋

立
地
の
よ
う
で
し
た
。
埋
立
の
場
合
は

ど
ん
な
物
が
埋
め
立
て
ら
れ
る
か
分
か

ら
ず
結
構
、
マ
イ
ナ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

な
り
や
す
い
で
す
。
こ
の
土
地
か
ら
離

れ
る
方
が
良
い
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

３
つ
目
、
引
越
し
し
て
来
た
ら
す
ぐ

に
ご
主
人
が
癌
に
な
り
ま
し
た
。
調
べ

て
み
る
と
地
域
に
魔
物
の
憑
依
体
が
居

て
そ
れ
が
家
の
中
に
入
っ
て
影
響
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

対
策
と
し
て
部
屋
を
開
放
さ
せ
て
気

の
循
環
を
良
く
し
て
外
か
ら
の
魔
物
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
跳
ね
返
す
よ
う
鏡
を
た
く

さ
ん
付
け
る
こ
と
を
勧
め
ま
し
た
。

４
つ
目
、
家
の
西
側
地
域
内
が
良
く

な
い
、
東
側
は
良
い
、
良
く
な
い
方
に

行
く
と
し
ん
ど
い
。
弯
曲
し
て
流
れ
る

川
の
外
側
の
地
域
に
マ
イ
ナ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
あ
る
。
そ
こ
に
憑
依
が
あ
る
。

元
々
、
沼
地
が
有
っ
た
地
域
で
も
あ

る
。
東
側
に
あ
る
駅
方
向
に
行
く
の
を

お
勧
め
。
そ
の
方
が
住
ん
で
い
る
マ
ン

シ
ョ
ン
は
風
水
を
考
え
て
建
て
ら
れ
て

１
位
が
取
れ
ま
す
よ
う
に
！
」
と
祈
っ

て
お
り
ま
し
た
。
お
陰
様
で
小
学
校
６

年
生
の
最
後
ま
で
駆
け
っ
こ
で
１
位
を

獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
合
わ

せ
て
小
学
校
５
年
生
の
と
き
か
ら
、
毎

日
「
中
学
受
験
で
中
高
一
貫
校
の
○
○

中
学
に
行
け
ま
す
よ
う
に
！
」
と
祈
っ

て
お
り
ま
し
た
。

さ
て
結
果
は
ど
う
だ
っ
た
で
し
ょ
う

か
？落

っ
こ
ち
た
の
で
す
ね
。
う
ま
く
行

か
な
か
っ
た
。
そ
の
と
き
単
純
で
す
か

ら
、
「
な
ん
だ
ダ
メ
だ
っ
た
、
も
う
神
も

仏
も
な
い
や
」
と
考
え
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
こ
か
ら
中
学
、
高
校
の
６
年
間

と
い
う
の
は
、
も
う
そ
ん
な
信
心
深
さ

は
皆
無
と
な
り
、
「
神
様
が
い
る
な
ら
連

れ
て
き
て
く
れ
！
」
と
い
う
よ
う
な
こ

と
で
、
ど
っ
ち
か
と
い
う
と
あ
ま
り
い

い
中
学
高
校
生
活
は
過
ご
し
て
お
り
ま

せ
ん
。

そ
ん
な
中
で
父
親
が
肉
屋
か
ら
全
然

違
う
宝
飾
関
係
の
仕
事
に
替
わ
り
、
私

も
び
っ
く
り
で
す
が
宝
飾
関
係
の
跡
継

ぎ
に
替
わ
っ
た
の
で
す
ね
。
父
親
は
ジ

ュ
エ
リ
ー
や
ゴ
ー
ル
ド
や
プ
ラ
チ
ナ
関

係
の
貿
易
を
商
う
よ
う
に
な
っ
て
ま
し

た
の
で
、
私
は
子
供
な
が
ら
に
も
ど
こ

か
外
国
に
留
学
し
て
英
語
を
勉
強
し
よ

う
と
思
っ
て
た
矢
先
に
、
ア
メ
リ
カ
の

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
宝
石
の
鑑
定
士
に
な

る
資
格
が
取
れ
る
学
校
が
あ
っ
た
の
で

す
。
Ｇ
Ｉ
Ａ
（G

em
ologicalInstitute

O
f

A
m
erica

）
と
い
う
の
で
す
が
、
私
は

高
校
の
卒
業
式
の
３
日
後
に
ア
メ
リ
カ

の
方
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

実
は
こ
の
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
た
こ
と

と
い
う
の
が
私
の
今
日
に
至
る
ま
で
の

人
生
を
大
き
く
変
え
た
１
頁
で
あ
っ
た

こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
18

歳
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
お
り
ま
し

て
、
親
元
を
離
れ
て
一
人
で
や
っ
て
お

り
ま
す
と
、
い
ろ
い
ろ
な
事
で
間
違
っ

た
選
択
を
す
る
わ
け
で
す
ね
。
（
続
く
）
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で
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年
４
月

日
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は
し
も
と
内
科
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
て

講
師
は
、
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
前

会
長
の
和
田
高
幸
先
生
で
す
。
世
界
的

プ
ロ
・
ダ
ウ
ザ
ー
故
ビ
ル
・
コ
ッ
ク
ス

氏
と
水
源
探
知
か
ら
深
井
戸
鑿
井
工
事

ま
で
わ
が
国
初
の
事
業
を
共
同
で
成
功

に
導
き
ま
し
た
。
も
う
一
人
は
関
西
日

本
サ
イ
科
学
会
会
長
、
気
当
て
診
断
で

相
談
に
答
え
る
異
色
の
医
師
、
橋
本
和

哉
が
担
当
し
ま
し
た
。

二
人
と
も
、
著
作
が
あ
り
、
相
談
を

受
け
る
、
講
座
を
行
う
な
ど
し
て
い
ま

す
。家

、
土
地
に
関
し
て
の
相
談
で
は
、

水
脈
、
地
磁
気
、
グ
リ
ッ
ド
、
湿
地
、

龍
穴
、
龍
脈
、
イ
ヤ
シ
ロ
チ
、
ケ
ガ
レ

チ
、
先
住
者
の
意
念
、
瘴
気
、
鬼
門
、

家
の
配
置
、
家
の
形
、
庭
木
を
切
っ
た
、

な
ど
の
サ
イ
科
学
的
な
目
で
見
て
い
き

ま
す
。

１
つ
目
の
ケ
ー
ス
は
、
池
の
側
に
建

つ
家
の
状
態
チ
ェ
ッ
ク
で
し
た
。
湿
度

の
影
響
は
注
意
で
す
。
高
い
位
置
に
あ

る
の
で
す
が
、
そ
の
影
響
は
あ
る
と
判

定
さ
れ
ま
し
た
。

２
つ
目
、
引
き
こ
も
り
の
人
が
い
る

家
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。
そ
こ
は
埋

立
地
の
よ
う
で
し
た
。
埋
立
の
場
合
は

ど
ん
な
物
が
埋
め
立
て
ら
れ
る
か
分
か

ら
ず
結
構
、
マ
イ
ナ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

な
り
や
す
い
で
す
。
こ
の
土
地
か
ら
離

れ
る
方
が
良
い
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

３
つ
目
、
引
越
し
し
て
来
た
ら
す
ぐ

に
ご
主
人
が
癌
に
な
り
ま
し
た
。
調
べ

て
み
る
と
地
域
に
魔
物
の
憑
依
体
が
居

て
そ
れ
が
家
の
中
に
入
っ
て
影
響
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

対
策
と
し
て
部
屋
を
開
放
さ
せ
て
気

の
循
環
を
良
く
し
て
外
か
ら
の
魔
物
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
跳
ね
返
す
よ
う
鏡
を
た
く

さ
ん
付
け
る
こ
と
を
勧
め
ま
し
た
。

４
つ
目
、
家
の
西
側
地
域
内
が
良
く

な
い
、
東
側
は
良
い
、
良
く
な
い
方
に

行
く
と
し
ん
ど
い
。
弯
曲
し
て
流
れ
る

川
の
外
側
の
地
域
に
マ
イ
ナ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
あ
る
。
そ
こ
に
憑
依
が
あ
る
。

元
々
、
沼
地
が
有
っ
た
地
域
で
も
あ
る
。

東
側
に
あ
る
駅
方
向
に
行
く
の
を
お
勧

め
。
そ
の
方
が
住
ん
で
い
る
マ
ン
シ
ョ

ン
は
風
水
を
考
え
て
建
て
ら
れ
て
い
て
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い
て
良
い
場
所
と
考
え
ら
れ
た
。

５
つ
目
は
ご
両
親
の
住
ま
い
の
相

談
。
浄
水
場
の
近
く
に
住
む
よ
う
に
な

っ
て
飼
い
犬
が
脳
腫
瘍
に
な
り
、
お
父

さ
ん
が
心
臓
病
に
な
り
ま
し
た
。
浄
水

場
か
ら
マ
イ
ナ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
流
れ

て
来
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
し
た
。
浄
水

場
側
に
向
け
て
鏡
を
た
く
さ
ん
置
い
て

防
ぐ
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

６
つ
目
、
去
年
７
月
に
引
っ
越
し
て

住
ん
で
い
る
家
に
何
か
具
合
悪
い
こ
と

が
有
り
ま
す
か
？
特
に
無
い
と
の
結
論
。

７
つ
目
、
マ
ン
シ
ョ
ン
に
引
っ
越
し

た
そ
の
日
に
男
性
の
霊
に
抑
え
付
け
ら

れ
た
。
お
参
り
し
て
そ
の
現
象
は
無
く

な
っ
た
。
家
の
中
に
床
下
収
納
、
掘
り

炬
燵
を
開
け
て
い
な
い
。
ど
う
し
た
ら

良
い
か
？
マ
イ
ナ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
無

い
感
じ
で
炭
を
入
れ
る
の
を
お
勧
め
し

た
。８

つ
目
、
職
場
の
近
く
に
お
墓
が
集

ま
っ
て
い
る
の
が
見
え
る
。
夜
ま
で
そ

こ
に
い
る
こ
と
が
あ
る
。
大
丈
夫
で
す

か
？
と
の
相
談
で
あ
っ
た
。
こ
の
辺
は

墓
地
だ
っ
た
所
を
整
理
し
て
建
物
を
建

て
た
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
お
寺
さ

ん
が
し
っ
か
り
し
て
い
て
お
墓
の
供
養

も
よ
く
し
て
い
る
。
大
丈
夫
と
思
わ
れ

る
。
近
く
に
川
が
有
る
が
よ
く
流
れ
て

い
て
良
い
。

ケ
ー
ス
相
談
は
こ
れ
く
ら
い
で
後
は

質
疑
応
答
が
し
ば
ら
く
続
き
ま
し
た
。

今
回
の
相
談
を
通
し
て
、
途
中
、
住

居
が
原
因
で
体
調
不
良
を
起
こ
す
の
は

マ
イ
ナ
ス
の
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
す
る

モ
ノ
が
近
く
に
あ
る
場
合
が
多
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

水
辺
は
湿
度
が
上
が
り
や
す
い
。
埋

立
地
は
ど
ん
な
も
の
で
埋
め
立
て
さ
れ

て
い
る
か
分
か
ら
ず
マ
イ
ナ
ス
の
気
を

発
し
や
す
い
。
憑
依
体
が
居
て
心
身
に

悪
影
響
が
及
ぶ
。
弯
曲
し
て
流
れ
る
川

の
外
側
の
地
域
や
沼
で
マ
イ
ナ
ス
の
気

が
生
じ
や
す
い
。
浄
水
場
は
汚
水
が
流

れ
入
る
か
ら
か
マ
イ
ナ
ス
の
気
が
生
じ

る
。
な
ど
で
し
た
。

風
水
的
に
は
植
物
を
置
い
た
ら
マ
イ

ナ
ス
の
気
が
和
ら
ぐ
と
書
い
て
い
ま
す

が
、
今
回
の
何
例
か
の
ケ
ー
ス
で
は
鏡

で
マ
イ
ナ
ス
の
気
を
跳
ね
返
す
方
法
が

効
果
あ
り
そ
う
だ
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
鏡
で
す
が
、
マ
イ
ナ
ス
の
気
を
跳

ね
返
す
よ
う
面
積
は
広
い
方
が
良
い
の

で
す
が
、
１
０
０
円
シ
ョ
ッ
プ
で
売
ら

れ
て
い
る
よ
う
な
鏡
を
た
く
さ
ん
使
う

の
も
勧
め
で
す
。

講
座
後
は
懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。

懇
親
会
で
も
質
問
が
い
ろ
い
ろ
出
て
き

て
お
お
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
中

に
は
土
地
、
建
物
と
は
関
係
な
い
、
こ

の
グ
ッ
ズ
は
自
分
に
合
っ
て
い
ま
す

か
？
な
ど
の
質
問
も
多
く
有
り
ま
し
た
。

和
田
先
生
は
ダ
ウ
ジ
ン
グ
の
ペ
ン
ジ
ュ

ラ
ム
を
持
っ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
一
人

一
人
に
合
っ
た
ペ
ン
ジ
ュ
ラ
ム
を
気
当

て
で
選
ん
で
あ
げ
た
と
こ
ろ
、
と
て
も

喜
ば
れ
ま
し
た
。
自
分
に
合
う
物
は
や

は
り
嬉
し
い
の
で
す
ね
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

サ
イ
の
広
場
第
21
号（
１
９
９
７
年

12
月
発
行
）ア
ー
カ
イ
ブ

ユ
ン
グ
心
理
学
の
投
げ
か
け
た

課
題

�

堀
部 

道
子

ユ
ン
グ
は
無
意
識
に
つ
い
て
フ
ロ
イ

ト
を
一
歩
進
め
て
、
い
く
つ
か
の
新
し

い
概
念
と
し
て
、
集
合
的
無
意
識
・
元

型
・
シ
ン
ク
ロ
ニ
シ
テ
ィ
・
等
を
打
ち

出
し
た
。
ユ
ン
グ
が
投
げ
か
け
た
テ
ー

マ
は
見
え
な
い
領
域
で
あ
る
無
意
識
を

扱
っ
た
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
越
常
現

象
や
宗
教
的
概
念
と
関
連
し
て
お
り
、

そ
の
波
及
範
囲
は
広
い
。

長
年
ユ
ン
グ
を
研
究
し
て
き
た
湯
浅

泰
雄
氏
は
「
ユ
ン
グ
は
、
既
に
評
価
の

定
ま
っ
た
過
去
の
学
者
あ
る
い
は
思
想

家
で
は
な
く
て
、
今
も
現
代
の
学
問
と

人
間
に
対
し
て
次
々
に
疑
問
を
投
げ
続

け
て
い
る
予
言
者
で
あ
る
」
と
述
べ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
ユ
ン

グ
心
理
学
の
投
げ
か
け
た
課
題
に
つ
い

て
考
え
た
い
。

（
１
） 集
合
的
無
意
識
、
元
型
の
意
味

す
る
も
の

ユ
ン
グ
は
人
間
の
無
意
識
の
領
域
に

お
い
て
、
互
い
に
影
響
し
あ
っ
た
り
、

共
通
し
て
い
る
概
念
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
、
集
合
的
無
意
識
と
い

う
仮
説
を
打
ち
出
し
た
。
そ
し
て
、
集

合
的
無
意
識
の
中
に
人
類
共
通
に
存
在

す
る
像
（
イ
メ
ー
ジ
）
と
し
て
、
元
型

を
提
示
し
た
。
そ
れ
は
、
白
い
髭
を
は

や
し
た
お
じ
い
さ
ん
で
あ
る
ア
ニ
ム
ス

（
女
性
の
中
に
あ
る
創
造
的
な
自
己
）、
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そ
し
て
女
神
や
グ
ラ
ン
ド
マ
ザ
ー
で
あ

る
ア
ニ
マ
（
男
性
の
中
に
あ
る
女
性
的

な
自
己
）で
あ
る
。

こ
こ
で
、
上
記
の
概
念
を
理
解
す
べ

く
様
々
な
文
献
に
あ
た
る
時
、
疑
問
に

思
う
の
は
、
果
た
し
て
ユ
ン
グ
は
現
代

人
が
考
え
る
程
に
厳
密
な
定
義
を
し
た

か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
ユ
ン
グ
は
瞑

想
時
に
登
場
し
て
く
る
人
物（
？
）を
フ

ィ
レ
モ
ン
と
名
づ
け
た
が
、
ア
ニ
ム
ス

の
定
義
を
そ
の
フ
ィ
レ
モ
ン
に
似
せ
て
、

「
白
い
髪
を
は
や
し
た
お
じ
い
さ
ん
」
と

設
定
し
た
と
こ
ろ
な
ど
か
ら
推
測
す
る

と
、
ど
う
も
、
あ
ま
り
厳
密
に
定
義
し

て
い
た
と
は
思
え
な
い
ふ
し
が
あ
る
。

普
遍
性
を
帯
び
た
存
在
で
あ
る
ア
ニ

ム
ス
が
、
な
ぜ
白
い
髭
を
は
や
し
て
い

な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
、
若
干
理
解

に
苦
し
む
と
こ
ろ
だ
が
、
そ
れ
は
「
白

い
髭
を
は
や
し
て
い
る
お
じ
い
さ
ん
」

を
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
時
だ
け
巷
に
登
場

す
る
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
以
外
に
、
実
生

活
の
中
で
全
く
見
た
こ
と
が
な
い
か
ら

ピ
ン
と
こ
な
い
、
あ
る
い
は
、
好
み
と

い
う
か
も
っ
と
別
の
存
在
で
あ
れ
か
し

と
い
う
、
単
な
る
私
の
個
人
的
見
解
や

期
待
感
が
原
因
で
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
一
歩
譲
っ
て
、
ユ
ン
グ
の
時
代
に

は
普
遍
性
を
帯
び
た
存
在
で
あ
っ
た
と

し
て
、
普
遍
的
存
在
（
の
イ
メ
ー
ジ
）

は
時
代
と
共
に
移
り
変
わ
る
の
だ
ろ
う

か
。「
時
代
と
共
に
移
り
変
わ
る
普
遍

的
存
在
」
と
い
う
の
は
、
あ
る
意
味
で

は
言
葉
上
の
矛
盾
が
あ
る
と
も
思
わ
れ

る
が
、
ユ
ン
グ
は
そ
こ
ま
で
考
え
て
い

た
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
文
献
に
散
見
さ
れ
る
元
型
の

定
義
は
、「
人
間
に
と
っ
て
の
理
想
像
と

み
な
す
」よ
う
な
場
合
か
ら「
本
能
と
同

じ
よ
う
な
も
の
で
あ
る
」
と
す
る
も
の

ま
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
果
た
し
て
、

元
型
と
し
て
・
ア
ニ
ム
ス
を「
女
性
の
中

に
あ
る
…
」ア
ニ
マ
を「
男
性
の
中
に
あ

る
…
」
と
性
別
に
限
定
し
て
定
義
を
し

て
い
た
の
か
と
い
う
疑
問
も
生
ず
る
。

こ
の
よ
う
に
、
様
々
な
解
釈
が
有
り

得
る
と
い
う
こ
と
は
、
も
と
も
と
ユ
ン

グ
は
元
型
の
概
念
を
あ
ま
り
厳
密
に
は

定
義
し
て
い
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
定

義
し
得
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
の
こ
と
が「
ユ
ン
グ
心
理
学
の
中
で

も
、
集
合
的
無
意
識
と
元
型
の
概
念
が

最
も
混
乱
を
ま
ね
き
や
す
く
、
ま
た
、

難
解
だ
と
ふ
つ
う
考
え
ら
れ
て
い
る
」

と
い
う
結
果
を
導
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

反
面
、
様
々
な
解
釈
が
存
在
す
る
か
ら

こ
そ
、
思
想
と
し
て
の
永
続
性
・
発
展

性
が
あ
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

こ
れ
に
関
連
し
て
、
湯
浅
氏
は
「
集

合
的
」
と
い
う
言
葉
が
わ
か
り
に
く
い

と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

『
日
本
で
は
「
普
遍
的
無
意
識
」
と
訳

し
て
い
る
場
合
も
あ
る
し
、
ユ
ン
グ
自

身
も
「
非
個
人
的
」
と
か
「
超
個
人
的
」

と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
た
こ
と
も
あ

る
。
個
体
と
し
て
の
自
我
の
支
配
を
越

え
て
い
る
と
い
う
意
味
な
ら
ば
、
こ
の

よ
う
な
言
葉
の
方
が
む
し
ろ
適
切
で
あ

る
。』ユ

ン
グ
心
理
学
に
難
解
さ
を
付
与
し

て
い
る
他
の
要
因
と
し
て
は
、
無
意
識

の
領
域
の
イ
メ
ー
ジ
が
顕
在
意
識
に
上

が
っ
て
き
た
時
に
、「
そ
れ
は
無
意
識

の
領
域
か
ら
き
た
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
、

と
顕
在
意
識
で
判
断
す
る
」
と
い
う
面

が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

無
意
識
と
顕
在
意
識
が
比
較
的
疎
通
し

や
す
い
人
に
は
容
易
に
理
解
で
き
る
こ

と
で
あ
っ
て
も
、
そ
う
で
な
い
人
に
は

実
感
と
し
て
非
常
に
わ
か
り
づ
ら
い
。

わ
か
る
人
に
は
わ
か
る
が
、
わ
か
ら
な

い
人
に
は
わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
平
行

線
か
ら
出
な
い
内
容
を
秘
め
て
い
る
点

で
あ
る
。
多
く
の
人
々
に
と
っ
て
は
、

無
意
識
の
領
域
の
妥
当
性
を
顕
在
意
識

で
吟
味
せ
ざ
る
を
え
な
い
、
と
い
う
ジ

レ
ン
マ
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

（
２
）フ
ィ
レ
モ
ン
と
は
何
者
か
？

（
神
概
念
、
宗
教
と
の
関
連
）

ユ
ン
グ
が
瞑
想
す
る
と
イ
メ
ー
ジ
と

し
て
登
場
す
る
フ
ィ
レ
モ
ン
は
、
意
志

や
感
情
を
有
し
て
お
り
人
間
味
を
帯
び

た
存
在
で
あ
り
な
が
ら
、
通
常
は
見
え

な
い
存
在
で
あ
る
。
そ
う
い
う
意
味

で
、「
超
個
人
的
」
と
は
言
え
る
が
、

「
集
合
的
あ
る
い
は
普
遍
的
存
在
」
か

ど
う
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

ユ
ン
グ
は
、
フ
ロ
イ
ト
に
続
い
て
無

意
識
の
探
究
か
ら
、
と
い
う
よ
り
フ
ィ

レ
モ
ン
の
存
在
を
何
と
説
明
し
た
ら
よ

い
の
か
悩
ん
だ
末
、
宗
教
の
領
域
に
入

り
込
み
、
結
果
と
し
て
あ
る
べ
き
宗
教

を
模
索
せ
ざ
る
え
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
…
フ
ィ
レ
モ
ン
は「
神
」

な
の
か「
人
間
」な
の
か
？

ユ
ン
グ
は
、
キ
リ
ス
ト
精
神
の
徹
底

に
よ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
人
間
の
魂
の

世
俗
化
を
余
儀
な
く
し
、
硬
直
し
た
西

洋
精
神
を
問
題
と
し
、
グ
ノ
ー
シ
ス
を

研
究
す
る
こ
と
に
よ
り
、
無
意
識
領
域

に
押
し
込
め
ら
れ
た
情
念
を
解
放
し
よ

う
と
し
た
。
こ
れ
は
別
の
見
方
を
す
る

と
、
一
神
教
に
よ
る
人
間
の
精
神
の
硬

直
化
に
対
し
て
、
多
神
教
を
導
入
す
る

こ
と
に
よ
り
、
人
間
性
の
回
復
を
図
ろ

う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
、
と
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、
そ
れ
は
人
間
に
お

け
る
自
己
の
神
性
（
仏
性
）
の
認
識
で
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も
あ
り
、
同
時
に
人
間
と
神
の
関
係
の

再
定
義
を
も
意
味
す
る
だ
ろ
う
。

ユ
ン
グ
は
西
洋
精
神
を
深
い
と
こ
ろ

で
担
っ
て
い
る
キ
リ
ス
ト
教
に
対
し

て
、
無
意
識
の
領
域
か
ら
異
義
を
唱
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
鋭
く
問
題
を
提
示

し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
・
そ
れ
は
、「
無
意
識
の
領
域

の
探
究
」
を
通
し
て
、「
諸
宗
教
の
違

い
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
一
つ
の
方
法

論
」
を
提
示
し
え
た
と
も
言
え
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
人
間

の
無
意
識
の
領
域
に
お
い
て
は
、
一
神

教
と
多
神
教
は
融
合
し
う
る
可
能
性
が

あ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
多
く
の
宗

教
に
お
け
る
教
え
の
違
い
は
、
同
じ
概

念
を
別
の
言
葉
を
用
い
て
、
別
の
言
い

方
で
述
べ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
方
向

へ
導
く
道
筋
を
指
し
示
し
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ユ
ン
グ
心
理
学
を
一
歩
進
め
て
、
よ

り
普
遍
的
概
念
に
と
し
て
セ
ル
フ
が
あ

る
が
、
一
神
教
に
お
け
る
神
、
タ
オ
、

涅
槃
、
仏
（
性
）
に
近
い
も
の
を
想
定

し
て
い
る
。
多
神
教
の
神
、
高
級
霊
、

精
霊
、
そ
れ
は
、
ユ
ン
グ
に
と
っ
て
の

フ
ィ
レ
モ
ン
、
集
団
無
意
識
の
元
型
に

概
念
上
で
は
重
な
っ
て
き
て
い
る
。
ど

う
も
、
こ
こ
ま
で
来
る
と
信
じ
る
信
じ

な
い
の
領
域
に
入
っ
て
来
て
お
り
、
宗

教
と
ど
う
違
う
の
か
が
問
題
と
な
る
か

も
し
れ
な
い
。「
ユ
ン
グ
心
理
学
と
い

う
名
前
の
新
し
い
宗
教
」
と
で
も
い
う

べ
き
様
相
で
あ
る
。
た
だ
、「
宗
教
」

と
い
う
言
葉
に
は
す
で
に
固
定
し
た
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
の
で
、
宗
教
と
い
う
言

葉
は
一
切
使
わ
ず
に
、
今
ま
で
宗
教
の

も
と
で
語
り
継
が
れ
て
き
た
真
理
（
宗

教
的
概
念
）
を
心
理
学
用
語
に
置
き
換

え
て
説
明
す
る
試
み
で
は
な
い
か
と
さ

え
思
え
て
く
る
。

た
だ
し
・
ユ
ン
グ
は
ユ
ン
グ
心
理
学

と
い
う
名
前
の
新
し
い
宗
教
の
誕
生
ま

で
を
も
、
果
た
し
て
意
図
し
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
。

（
３
）シ
ン
ク
ロ
ニ
シ
テ
ィ
と
宗
教

シ
ン
ク
ロ
ニ
シ
テ
ィ
は「
共
時
性
」
と

訳
さ
れ
て
、「
因
果
の
理
法
を
越
え
た
、

意
味
あ
る
偶
然
の
一
致
」
あ
る
い
は「
非

因
果
的
連
関
の
原
理
と
し
て
の
共
時
性
」

と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
日
本

の
こ
と
わ
ざ
に
あ
る「
う
わ
さ
を
す
れ

ば
影
」「
一
度
あ
る
こ
と
は
二
度
あ
る
」

な
ど
の
現
象
と
共
通
す
る
も
の
を
感
じ

る
。
ま
た
、
宗
教
に
お
け
る「
お
陰
、

ご
利
益（
り
や
く
）」
を
別
の
言
葉
で
説

明
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。

共
時
性
の
概
念
に
よ
っ
て
包
括
さ
れ

る
現
象
は
か
な
り
多
い
。
予
知
、
テ
レ

パ
シ
ー
、
透
視
等
の
「
Ｅ
Ｓ
Ｐ
現
象
」、

ま
た
、
物
事
が
ス
ム
ー
ズ
に
達
成
さ
れ

る「
円
滑
現
象
」、
自
分
の
願
い
が
か
な

う「
自
己
実
現
の
原
理
」な
ど
も
共
時
性

体
験
に
含
ま
れ
る
と
解
釈
さ
れ
る
。

ま
た
・
共
時
性
が
生
じ
る
原
理
と
し

て
は
、
顕
在
意
識
と
無
（
潜
在
）
意
識

の
両
方
の
意
識
（
想
念
）
が
あ
る
空
間

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
生
し
、
目
的
物
や
関

連
事
項
に
伝
わ
っ
て
現
象
を
発
生
さ
せ

る
、
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
意

識
の
働
き
を
物
語
る
よ
う
な
こ
と
は
、

我
々
も
し
ば
し
ば
経
験
す
る
こ
と
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
次
に
述
べ
る
よ
う
な

こ
と
は
、
良
く
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

あ
る
人
（
Ａ
）
が
、
別
の
人
（
Ｂ
）
に

会
っ
て
話
を
し
て
い
る
時
、
Ａ
は
自
分

の
顕
在
意
識
と
無
意
識
を
ア
ン
テ
ナ
と

し
て
、
Ｂ
に
関
す
る
顕
在
意
識
と
無
意

識
に
ま
た
が
る
両
方
の
情
報
を
キ
ャ
ッ

チ
し
て
い
る
・
し
か
し
な
が
ら
、
Ａ

は
、
会
っ
て
話
し
て
い
る
最
中
は
顕
在

意
識
し
か
作
用
し
な
い
た
め
、
限
定
さ

れ
た
情
報
し
か
意
識
し
な
い
。
と
こ
ろ

が
、
後
に
な
っ
て
、
何
か
の
拍
子
で
無

意
識
が
働
く
と
、
Ｂ
に
関
し
て
自
分
の

無
意
識
で
得
た
別
の
情
報
を
認
識
す
る

こ
と
に
な
る
。「
あ
の
時
は
気
が
つ
か

な
か
っ
た
け
れ
ど
、
そ
う
言
え
ば
、
Ｂ

は
何
か
い
つ
も
と
違
っ
て
変
だ
っ
た
」

と
い
っ
た
よ
う
な
具
合
で
あ
る
。

同
様
に
、
人
が
あ
る
行
動
を
取
る

時
、
本
人
は
自
覚
し
な
く
て
も
顕
在
意

識
と
無
意
識
は
共
に
働
い
て
お
り
、
そ

の
人
の
行
動
は
、
い
わ
ば
見
え
な
い
波

動
と
な
っ
て
、
周
囲
に
影
響
を
与
え
て

い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う

に
考
え
る
な
ら
、
人
は
毎
日
何
ら
か
の

意
識
（
想
念
）
を
抱
い
て
生
き
て
い
る

か
ら
「
毎
日
が
共
時
性
」
な
の
で
は
な

い
の
だ
ろ
う
か
。
た
だ
、
そ
れ
に
気
が

つ
か
な
い
だ
け
で
あ
る
。

問
題
な
の
は
、
共
時
性
現
象
に
は
ど

ん
な
意
味
が
あ
り
、
ど
う
解
釈
し
た
ら

よ
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ひ
と
つ

言
え
る
こ
と
は
、
共
時
性
現
象
は
、
自

己
の
無
意
識
の
働
き
と
関
係
が
あ
り
、

自
分
自
身
の
あ
り
よ
う
が
投
影
さ
れ
た

現
象
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、

こ
れ
ら
の
現
象
が
生
じ
う
る
こ
と
を
理

解
す
る
な
ら
ば
、
自
分
の
身
の
回
り
に

起
き
る
ち
ょ
っ
と
し
た
出
来
事
に
注
意

を
払
い
、
自
秀
が
当
面
す
る
人
生
の
解

釈
に
適
用
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
、
こ
れ

か
ら
起
こ
る
こ
と
の
前
ぶ
れ
、
警
告
、

時
に
は
疑
問
に
対
す
る
答
、
さ
ら
に
は

（
神
と
の
）
暗
黙
の
会
話
（
イ
ン
ス
ピ
レ
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ー
シ
ョ
ン
）
で
あ
り
、
次
に
起
こ
る
ト

ラ
ブ
ル
を
避
け
た
り
、
迷
い
に
対
す
る

答
を
得
て
、
今
の
自
分
に
起
き
て
い
る

出
来
事
の
意
味
を
よ
り
よ
く
自
覚
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
結
果
、
自
分
の

人
生
を
よ
り
良
く
、
よ
り
深
く
生
き
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

（
４
）こ
れ
か
ら
の
広
い
意
味
で
の
科
学

　

 （
深
層
心
理
学
を
含
め
る
）
の
め
ざ

す
も
の

―
経
験
的
探
究
に
基
づ
い
た
た
ま
し
い

　

の
科
学
の
可
能
性
―

超
心
理
学
あ
る
い
は
ニ
ュ
ー
サ
イ
エ

ン
ス
が
当
面
し
て
い
る
問
題
の
ひ
と
つ

に
「
再
現
性
」
の
問
題
が
あ
る
。
人
間

の
意
識
を
対
象
に
研
究
す
る
場
合
、
実

験
結
果
は
同
じ
被
験
者
で
あ
っ
て
も
状

況
に
よ
っ
て
む
ら
が
あ
り
、
ま
し
て
や

違
う
被
験
者
に
お
い
て
を
や
で
あ
る
。

誰
も
が
等
し
く
、
い
つ
で
も
同
じ
よ
う

に
ピ
ア
ノ
を
弾
け
る
わ
け
で
は
な
い
の

と
同
じ
で
あ
る
。
再
現
性
が
な
く
て

も
、「
信
頼
の
お
け
る
実
験
条
件
や
設

備
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
事
実
は
事
実
と

し
て
認
め
る
」
こ
と
こ
そ
科
学
的
と
思

う
し
、
真
理
の
探
究
は
そ
こ
か
ら
出
発

す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
人
間
の
常
と
し
て
、
わ
が
身

に
生
じ
た
特
殊
な
出
来
事
を
普
遍
化
す

る
傾
向
が
あ
る
。
例
え
ば
あ
る
人
が
あ

る
経
過
を
た
ど
っ
て
霊
能
力
を
得
た
と

し
て
も
、
す
べ
て
の
人
間
が
そ
の
ル
ー

ト
を
た
ど
ら
ね
ば
霊
能
者
に
な
れ
な
い

わ
け
で
は
な
い
。
人
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
る

可
能
性
は
大
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
容

認
さ
れ
る
社
会
的
雰
囲
気
が
生
ず
る
な

ら
ば
、
か
つ
て
の
ユ
ン
グ
の
み
な
ら
ず
、

程
度
の
差
は
あ
っ
て
も
現
代
に
お
い
て

も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
が
、
気
違
い
扱

い
さ
れ
る
の
を
恐
れ
て
公
表
で
き
な
か

っ
た
個
人
的
経
験（
超
常
現
象
）も
、
気

楽
に
公
表
で
き
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

湯
浅
氏
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
の
突

破
口
と
し
て
「（
主
観
的
）
経
験
科
学
」

を
提
唱
し
て
い
る
。

『
深
層
心
理
学
は
専
門
諸
学
科
の
区

分
を
無
視
す
る
学
問
で
あ
り
、
そ
の
所

属
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
新
た
な
学
問

領
域
で
あ
る
、
個
人
の
内
面
的
体
験
の

領
域
を
探
究
す
る
「
経
験
科
学
」
の
可

能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。』

「
何
ら
か
の
形
に
お
い
て
経
験
的
探

究
に
基
づ
い
た
た
ま
し
い
の
科
学
と
も

い
う
べ
き
研
究
が
可
能
に
な
る
と
す
れ

ば
、
そ
れ
は
、
科
学
と
宗
教
の
間
に
新

し
い
接
点
を
見
い
だ
し
て
ゆ
く
役
割
を

果
た
す
の
で
は
な
い
か
」

「（
主
観
的
）
経
験
科
学
」
の
方
向
性

は
、
こ
の
よ
う
な
「
霊
能
力
に
お
け
る

個
別
性
の
認
識
」
と
い
う
道
を
開
く
も

の
と
な
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
し
ば
ら

く
は
そ
の
公
表
さ
れ
た
個
人
的
な
経
験

に
対
す
る
評
価
を
め
ぐ
っ
て
混
乱
が
あ

る
だ
ろ
う
が
、
多
く
の
経
験
例
が
集
ま

る
に
従
い
、
そ
れ
ら
は
や
が
て
は
類
型

化
さ
れ
、
人
間
の
可
能
性
に
対
す
る
よ

り
深
い
理
解
が
も
た
ら
す
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。＊　

　

＊　
　

＊

湯
浅
氏
は
、
さ
ら
に
人
間
と
し
て
な

い
が
し
ろ
に
で
き
な
い
問
題
を
提
起
し

て
い
る
。

「
人
間
に
と
っ
て
本
当
に
重
要
な
こ

と
は
、
我
々
一
人
一
人
の
運
命
を
い
か

に
生
き
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
現

代
が
必
要
と
し
て
い
る
の
は
、
た
ま
し

い
の
領
域
に
つ
い
て
の
経
験
知
に
基
づ

い
て
、
発
達
の
極
に
達
し
た
現
代
の
科

学
・
技
術
と
人
間
性
を
新
し
い
視
点
か

ら
統
合
す
る
知
で
は
な
い
か
と
思
う
。」

ユ
ン
グ
が
打
ち
出
し
た
深
層
心
理
学

上
の
概
念
は
、「
人
は
何
の
た
め
に
生
き

る
の
か
」と
い
う
人
間
が
常
に
戻
っ
て
し

ま
う
そ
の
問
い
か
け
に
何
と
答
え
、「
生

命
体
の
持
つ
合
目
的
性
」
を
ど
の
よ
う

に
説
明
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

「
思
う
に
、
人
間
の
、
ま
た
人
生
の

根
本
問
題
に
つ
い
て
は
理
論
的
解
決
と

い
う
も
の
は
あ
り
え
な
い
。
生
の
意
味

に
つ
い
て
の
問
い
は
、
我
々
ひ
と
り
ひ

と
り
が
自
分
自
身
の
た
ま
し
い
の
行
方

に
つ
い
て
考
え
自
分
自
身
で
答
え
て
ゆ

く
他
な
い
問
い
で
あ
る
。
既
存
の
答
は

誰
に
と
っ
て
も
真
の
答
と
は
な
り
え
な

い
」と
湯
浅
氏
は
述
べ
て
い
る
が
…
。

現
代
に
生
き
る
予
言
者
ユ
ン
グ
は
、

そ
の
答
と
し
て
、
我
々
に
無
意
識
領
域

を
指
さ
し
て
、
こ
こ
を
調
べ
て
ご
ら

ん
、
と
教
え
て
く
れ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

（
主
な
参
考
文
献
）

・�

湯
浅
泰
雄
「
ユ
ン
グ
と
東
洋
、
上
」　

人
文
書
院

・�

湯
浅
泰
雄
「
ユ
ン
グ
と
東
洋
、
下
」　

人
文
書
院

・�

湯
浅
泰
雄
「
ユ
ン
グ
と
キ
リ
ス
ト

教
」　

人
文
書
院

・�

ロ
ー
レ
ン
ス
・
ヴ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ポ　

ス
ト
「C.G.

ユ
ン
グ
の
物
語
」BBC

放
送

・�「
こ
こ
ろ
の
科
学
55
」（
ユ
ン
グ
派
の　

心
理
療
法
）日
本
評
論
社

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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物事に執着せぬこと。
・�天才とは先祖の前世において、汗と涙と脂の
結晶となる努力のおかげでなる。
・�善を行えば必ず善、悪を起こせば必ず悪に報
われる。
・�人を憎めば2倍になって自分に返ってくる。
・�受けた恩は忘れずに、生ある限り報いること。
・�神仏から与えられている運命の八部は自分次
第で変えられる。六部が宿命、四部の努力で
運命が変わる。
・�仕事に心を尽くし、もって生まれた寿命以上に
この世に長く生きて新世の業を消すよう努める
こと。
・�守護霊は妊娠4、5ヶ月で選ばれる。
・�人の価値は学でもなければ金でもなく、ただひ
とつ心。世間でいう心の持ち方、心のあり方が、
自分の生き様となる。
・�他の人の運命を良くするために努力すれば、
自分自身の運命も良くなる。
・�愛を与えれば愛が返ってくるのが世の中の仕
組み。

●健康長寿のために
続いて、健康長寿のための気づきや教訓を端

的にお伝えします。この中には80歳〜95歳まで
の人たちに聞いた経験談も入っています。
・�長生きの秘訣はむやみに腹を立てないこと。
嫌な想いは早く忘れること。心をきれいにし、
世のため人のために働くこと。
・�毎日を愛と仕事で生きることこそ健康なり。愛
は宇宙の光なり。
・�先祖に身を任せ、自分の仕事に一生懸命打ち
込むことが肉体を長持ちさせる秘訣。肉体を
大切にすれば健康になり心も穏やかになる。
・�人と人とのつながりを大切にすること。毎日誰
かが訪ねて来ることや出会いに感謝すること。
・�家に閉じこもっているのはよくない。冗談を言
い合い笑って楽しく暮らすこと。
・�世のため人のために尽くし、先祖に感謝して
夫婦仲良く、家庭でも外でも人と争わない。さ
らに夫婦の両家とも信仰心があって先祖も徳
を積んでいるならば自ずと健康長寿となる。
・�先祖が徳を積んでいる家系は長寿であり、人
を助けることによって寿命が伸びていくと思わ

れる。人を助けてこそ自分を助かる。
・�心が明るく人間関係を良いほうに考える人は、
年をとるにつれ若く見える。心が暗く人間関係
を悪いほうに考える人、争いごとが続いている
人は、年をとると共に老けて見える。
・�人を憎まない、人に憎まれない生き方をすること。
・�食事中は特に不平不満を言わないこと。憎し
みや怒りなどをもたず、楽しい心、感謝の心で
食事をすれば、内臓が活発に働いて良く消化
吸収し、健康でいられると考える。
・�自分の体験として、食欲のない時は「私の想念
の過ちをお許しください」と祈ると正常になる。

これまで出会ってきた方々、ここまで読んでく
ださった皆さんに感謝いたします。
安心して平穏に生きることは、心の最大の薬

ではないかと私は思います。うれしく楽しい心で
あれば、血液はアルカリ性になり体内を巡って活
力を与えてくれます。怒りの心を持ち続けていれ
ば、酸性の血液になって全身に悪影響を及ぼす
のではないでしょうか。
父親、母親、妻、夫など家族が仕事から帰っ

てきたら「お帰りなさい、ご苦労さん」と感謝と
ねぎらいの心で迎えること。その一言で1日の仕
事の疲れも気持ちも癒され和やかになります。こ
ういった心の通い合う家庭、気持ちの通じる人
間関係の中でこそ、皆に幸せが訪れるはずです。
そして「また明日も頑張ろう」という気力がわいて
くるのだと思います。
長崎で人気のカステラ職人さんから聞いた話

が印象に残っています。何十年もカステラを作り
続けているけれど、心に悪念がある時は良い製
品ができないのだそうです。たとえば家族と言い
争いをしてしまい、謝らないまま仕事をしている
と、なぜか店頭に並べられない二級品ができて
しまったりするのだと。私にとってはとても納得
できる話です。
素直な心で調和した人間関係を築き、幸せに

天寿をまっとうする生き方を皆がしていけば、原
因不明のウイルスや愚かな戦いなど恐れること
はない。そんな想いのもと、健全な世の中であ
ること、人々の心が平穏であることを祈らずにい
られません。（終）
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スが多いそうです。ちなみに、内臓の不調はご
先祖様からのメッセージ、腰や肩の不調は他人
から受けるメッセージであることが多いようです。
私が特に何度も見てきたのは肝臓の病気で

す。一般的に過度な飲酒は肝臓に良くないと言
われます。けれど、楽しく仲良く酒を飲んでいる
人は、毎日飲んでも肝臓の病気にはなりにくいよ
うに感じます。ストレス解消のために酒を飲む人
は肝臓を悪くしています。それだけでなく、他人
の悪口や不平不満が多い人、短気で怒りっぽい
人は酒の量にかかわらず、もしくは酒を飲まなく
ても肝臓を悪くすることが多いようです。
本当に人々の健康を考えるのであれば、この
真実を広く知らせる努力をしてほしいものです。
目に見えない世界のことを無視せずに、実際の
例を研究したり、メディアで発表したりしてほし
いと願っています。

●幸せも不幸も自分次第
私は人が幸せになること、不幸になることをた

くさん見聞きしてきました。そして出会った事実
を自分なりに研究してきました。
ここまで書いてきたことと重なる部分もありま
すが、大事なことなのでまとめておきたいと思い
ます。お読みいただければ、誰もが幸せになる
ことができるとわかるでしょう。不幸になる行い
を避け、幸せになるよう努めればいいのですから。
不幸になる原因は他人を傷つけること。他人

を不幸にすること。他人の不幸を喜ぶこと。憎
しみ、恨み、妬みや、人をけなしたり、いじめた
り、バカにしたりすることは、すべて自分に返っ
てきます。
不平不満を言うのもいけません。今あるもの

に満足せず、悪い面だけを見ることに問題があ
ります。そして、自分自身を大切にせず不摂生を
したり、悪いことをしたりすれば病気になります。
嘘をつく、昔のことを根にもつ、くよくよする、そ
して人を愛せない。これも不幸の原因になります。
こういったことの多くは、ストレスが引き起こ

しています。そのストレスのもととなるのは不満、
不安、自信のなさ、怒り、迷い、拒絶、思い通
りにしたいというわがままなどです。
正しくまっすぐに生きること、正義を貫くことが
健康で楽しく生きること、つまり幸せへの道です。

家族が仲良く、親孝行をする人。他人に感謝
して、毎日「ありがとう」の心で生きる人。おおら
かな心、穏やかな心で周りの人に好かれる人。
世のため人のために尽くし、無償の愛で出会っ
た人を助ける人。そして自分自身が幸せだと気
づいている人。そういう幸せな人になるために、
今日からできること、するべきことがあります。

●心の勉強から学んだ人生訓
ここからは、私が得た具体的な気づきや教訓
を端的に伝えていきたいと思います。
・�人生の中で徳をもって人に勝つものは栄える。
力をもって勝つものは、いつかは落ちていく。
・�他人の幸せのために尽くすことは自分のために
尽くすこと。
・�無限の神様の力は偉大。人間は代理として生
きていることを心得、常に神の心に近づくよう
に努力すること。世のため、人のためを考え、
出会う人を助けることが幸せの道だと思う。
・�トイレ掃除をすると心が輝き寿命が伸びるは
ず。特に汚れた公衆トイレをきれいにすること
は良い。
・�相手に対し妬みや怒り、憎しみなどの想いを
募らせると、それが悪念となって伝わり、発し
た本人も受けた相手も痛みなどで苦しむ。相
手に対して敬い感謝する心（愛念）を伝えると、
その心は相手に伝わり、相手も自分も心身が
軽い感じがする。
・�悪霊とは、あの世で苦しんでいる人が、この
世の人に善を与えたり助けを求めたりするため
に存在するもの。この世の人たちにいろいろな
メッセージを伝える役割をもつと考えられる。
・�若い時に楽をすると、年をとって楽にいられな
いと思う。若い時は外に出て苦労し、人生の
修業をすることが、その後の人生に非常にプ
ラスになるはず。楽をする人は魂を磨けない。
岩（石）が転がって丸い石になるように、心も
磨かれて滑らかになる。悲しいこと、うれしい
こと、困難なことなど、さまざまなことに出会
いぶつかり、反省したり味わったりしてこそ磨
かれていくもの。
・�不義理をすると自分の幸せが天から引かれる。
他人に与えることで、やがて自分に返される。
子孫のためにも義理人情を欠いてまでお金や
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おり、私たちの生き方は子孫に影響するのです。
この世に生まれてきたのはご先祖様のおかげで
あり、自分のため、子孫のために修業をするた
めなのだと思っています。
ご先祖様は心配な時や苦しんでいる時だけで
なく、喜んでいる時にもメッセージを送ってくれ
ます。私の体験では、額や胸が温かく感じる、
左足の親指が痛むといったことが体にきます。

●結婚は人生の修業
人は結婚して子どもを育てて、はじめて父母

の苦労が本当にわかるのでしょう。父母への感
謝の心を忘れないこと、子どもに対してはできる
だけ争いをしないように育てることが大切です。
40代前後の未婚者も増えましたが、そろそろ

人生の裏表を知り尽くしている年代です。縁あ
る人と出会ったら結婚を勧めたいです。皆この
世に修業に来ているとすれば、結婚は重要な修
業だと思うからです。ケンカはしても良いので、
すぐに仲直りすること。それがストレスなく、お
互い健やかに過ごせる方法です。
70代〜80代で共に健康なご夫婦に話を聞くと、

夫は妻に、妻は夫に互いに尽くすこと。「ありが
とう」「すみません」の素直な心で互いを思いやる
ことが夫婦の生きる道であり、心身の健康のもと
なのだと実感します。そして両家の父母を大切
にすることで、老後に自分たちが子どもたちに大
切にされることを確信しています。
どんな人にも、どんな人生にも欠点がありま
す。それは修業であるかぎり当然のこと。足りな
いものを見るのではなく、やるべきことを一心に
尽くしながら、感謝と許し、思いやりと「足るを
知る」精神で生きていきたいものです。

●病気や要介護にならない生き方
人間は誰でも年齢と共に身体が老化していき

ます。これは止められないことです。自分の身体
と上手に付き合い、介護にならずに天寿をまっと
うする人がいれば、自由がきかない身体になり、
長い介護で自分も周りも大変なことになる人もい
ます。もちろん肉体の状態もありますが、たくさ
んの人たちを見て、相談に乗ってきた経験から、
老後の状態にはそれまでの生き方が表れること
がわかります。

介護にならないためには、若い時からできる
だけ争い事をせず、他人に迷惑をかけないこと。
世のため人のために尽くすこと。思いやりの心を
もつことが大切だと思います。何度も書いてきた
ことですが、本当にその通りなのです。
悪いことをしてきた人には老後の幸せはきま

せん。もちろん、自分の間違いに気づいて、反
省し、人のために尽くしていけば、神にも仏にも
周囲の人々にも許されて、良い方向に進むこと
ができるはずです。
たとえば私自身、心と身体の関わりを学ぶため

に血圧を測って気づいたことがあります。楽しい
毎日を過ごした時は、血圧が通常より低くなりま
す。人間関係で悩みがあったり、人から憎まれ
たり妬まれたりした時は、血圧が通常より10〜
20程度高くなります。すぐにはっきり表れるので
す。夜眠れない時や、自分の中に怒りや憎しみ
がある時も血圧が上がります。
医学的にはストレスが原因だと言われますが、

それだけではないことがわかります。現代の医
学では、原因も解決法もはっきりしない不調がた
くさんあります。これだけ科学が進んだ今でも、
人間の心身については、わかっていることのほう
が少ないくらいです。
それは心の持ち方が影響しているからではな
いでしょうか。身体だけを検査したり診察したり
しても、わかるはずがないと思います。実際に、
痛みや病気、原因不明の不調で苦しんでいる人
が、争いをやめ、憎しみや妬みを捨てたことで
調子が良くなる実例をたくさん見てきています。
この目で見て聞いた本当のことなので疑いようが
ありません。
つまり病気には物的なもの、心的なもの、霊的

なものがあるということです。たとえばお腹が痛
いというのは物的な症状です。悪いものを食べ
てお腹が痛くなるのは、原因も物的です。けれど、
仕事が忙しくストレスが溜まってお腹が痛くなる
こともあります。これは心的な腹痛です。そして、
ご先祖様の中にお腹の病気で亡くなり、今も苦
しんで助けを求めている人が送るメッセージもあ
ります。これが霊的な腹痛です。争いや憎しみ、
恨み、妬みなどから悪念、生霊を受けてお腹が
痛くなるのも霊的なものです。身体に水が溜まる
症状の人は、お墓の中に水が溜まっているケー



●ご先祖様を敬う
私たちが今ここに生きているのはご先祖様が

いたからです。ご先祖様に感謝し敬うことは、
生きることそのものとも言えます。私はたくさん
の人から相談を受ける中で、その人たちのご先
祖様の気持ちを汲んできました。ご先祖様の願
いは共通して「仲良くしてください」ということで
す。皆、それを伝えてほしいというメッセージを
送ってきます。
老後の夫婦の生き方の参考になると思われる
事例を紹介しましょう。ご主人85歳、奥様81歳
のご夫婦が相談に来ました。半年前は元気だっ
たのに、6ヶ月で奥様は腰と足が悪くなりヨチヨ
チ歩きの状態、ご主人は認知症を発症していま
した。
こうなったのも夫婦が争いを続けた結果だと
考えます。両家のご先祖様が心配して、あの世
で苦しんでいることの表れです。このままでは良
いことはないでしょう。あの世からのメッセージ
に早く気づいて、どちらかが、もしくは互いに詫
びていくことが必要です。
夫婦とは、育ちも生きてきた環境も違う人が
縁あって結ぶ関係です。素晴らしいことであると
同時に、人生の修業の場でもあります。ケンカは
してもいいけれど、互いにストレスを解消し短期
間でスッキリと終わらせることが大切です。
夫婦や家族にかぎらず、仕事の面などでも争

いごとを続けているとご先祖様が心配して、あ
の世で苦しみを受けてしまいます。すると今世

の私たちがどんなに努力しても、悪い方、悪い
方へと進んでしまうような気がします。私の知る
かぎり、争いごとの多い会社は皆ダメになってい
きます。
財産争いによって苦しむご先祖様もたくさん

います。財産争いは人生の幸せを消し去ります。
ご先祖様はあの世で苦しみ、現世での事業も家
庭も良いことはありません。このような相談を受
けると、争いやその家には関係ない私でさえ眠
れなくなります。その家のご先祖様が助けを求
めてくるからです。
争いで得た財産はすぐになくなり、身体は痛み

や病気で苦しみます。兄弟姉妹の心が調和しな
ければ、ご先祖様の守りは受けられません。そ
んな財産に意味があるでしょうか。財産よりもず
っとずっと大切なものがあるはずです。私のアド
バイスを実行して争いをやめ、愛のある行いを続
けた人は不調が解消して喜んでくれます。素直
な心のおかげで老後も幸せに過ごせるでしょう。
また、仏壇の下の箱の中にいろいろな物を置
いていた家庭では、夫婦ともに両足がしびれて
悩んでいました。仏壇を大切に整えていなかっ
たことが原因と思われます。仏壇の周りを整理し
て、置いてあった物を取り除くと、しびれは軽く
なったということです。
逆の話になりますが、喘息はご先祖様の誰か

が在世中に人知れず悩みをもち苦悩した年が子
孫に表れるともいいます。このようにご先祖様と
私たちは見えない世界を通して深くつながって

命が消えるまで心身健康でいるための
生き方（2）
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